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③ ごのへ議会だより 第23号 ごのへ議会だより 第23号 ②

＜　財　源　構　成　＞
自主財源
２１.４％ 依存財源　　７８.6％

【一般会計】

平成29年度当初予算を可決

一般会計　９６億６,１３６万円　　前年度比７.９％　　７億４６０万円　増額

（単位：万円、％）

（単位：万円、％）

町　税
13億2,149万円

13.7%

自主財源
20億6,910万円
21.4%

依存財源
75億9,226万円
78.6%

地方交付税
41億2,500万円

42.7%

民生費
25億0,628万円

25.9%

消防費
12億7,170万円

13.2%

公債費
11億9,915万円

12.4%

総務費
11億9,228万円

12.3%

農林水産業費
4億2,993万円

4.5%

教育費
10億0,364万円

10.4%

衛生費
9億5,925万円

9.9%

土木費
9億1,031万円

9.4%

議会費
1億1,294万円

1.2% 商工費
6,979万円
0.7% その他

609万円
0.1%

国・県支出金
13億3,456万円

13.8%

町債
17億5,650万円

18.2%

地方消費税交付金
2億5,000万円

2.6%

地方譲与税
1億500万円
1.1%

その他交付金
2,120万円
0.2%

繰入金
4億2,892万円

4.4%

分担金及び負担金
7,854万円
0.8%

使用料及び手数料
6,709万円
0.7%

繰越金
3,000万円
0.3%

その他
1億4,306万円

1.5%

歳入

歳出

区　　　分

後期高齢者医療特別会計
国民健康保険特別会計
介護保険特別会計
下水道事業特別会計
農業集落排水処理施設事業特別会計
簡易水道事業特別会計
住宅用地造成事業等特別会計
ケーブルテレビ事業特別会計

予　　算　　額

4億3,840万円
26億6,564万円
22億9,590万円
4億1,899万円
1億1,478万円
1億255万円
387万円
3,104万円

前 年 度 比
増　減　額

1,917万円
△7,940万円
6,741万円
1,660万円
184万円

△51,542万円
△29万円
463万円

増減率

区　　　分

主 な 新 規 事 業

予　　算　　額
前 年 度 比

増　減　額 増減率

4.6％
△2.9％
3.0％
4.1％
1.6％

△33.4％
△7.0％
17.5％

収益的収入 27億6,078万円
29億7,126万円
4億4,854万円
6億7,325万円

3,930万円
3,083万円

2億4,276万円
2億4,770万円

1.4％
1.0％
118.0％
58.2％

収益的支出
資本的収入
資本的支出

総務費
●漆植栽検討調査業務委託 26万円

285万円
53万円

578万円

76万円

152万円

874万円
35万円

128万円
9,666万円

946万円

町有林へ漆の植栽を検討
障害者差別解消法に基づき町ホームページを改修
桜苔を撤去

ボイラーを交換

林道糠利沢線修繕

遊具購入

防災行政無線電話応答装置更新等
防災士取得経費

旧圓子家住宅自動火災報知受信機交換等
旧豊間内小展示室展示施工等

公共下水道事業計画見直し調査等

●アクセシビリティ対応業務委託
●小渡平公園桜苔撤去作業業務委託
民生費
●社会福祉センターボイラー交換工事
農林水産業費
●林道修繕
土木費
●ひばり野公園管理事業
消防費
●防災行政無線管理事業
●災害対策事業
教育費
●旧圓子家住宅管理事業

下水道事業特別会計
●下水道事業

●歴史民俗資料館整備事業

増減率増減額予算額区　分

増減率増減額予算額区　分

2.9
448.2
△0.5
△0.3
0.0

△6.1
22.4

△2.7
64.3

△14.5
△7.4
0.0
2.4
4.5

7.9

3,754
3億5,068
△40
△18
0

△936
3億7,828

△11,500
6億8,730
△2億2,648
△2,000

0
50

3億2,632

7億0,460

13億2,149
4億2,892
7,854
6,709
3,000

1億4,306
20億6,910

41億2,500
17億5,650
13億3,456
2億5,000
1億500
2,120

75億9,226

96億6,136

町税
繰入金
分担金及び負担金
使用料及び手数料
繰越金
その他
小計（自主財源）

地方交付税
町債
国・県支出金
地方消費税交付金
地方譲与税
その他交付金
小計（依存財源）

合　計

歳　　出

歳　　入
前 年 度 比

【特別会計】

【病院事業会計】

0.5
182.7
4.0
7.9

△4.9
0.5

△19.5
2.9
2.0

△5.3
△45.5
7.9

1,246
8億2,191
4,574
8,695
△5,201
465

△2億2,057
1,228
220
△393
△508

7億0,460

25億0,628
12億7,170
11億9,915
11億9,228
10億0,364
9億5,925
9億1,031
4億2,993
1億1,294
6,979
609

96億6,136

民生費
消防費
公債費
総務費
教育費
衛生費
土木費
農林水産業費
議会費
商工費
その他
合　計



③ ごのへ議会だより 第23号 ごのへ議会だより 第23号 ②

＜　財　源　構　成　＞
自主財源
２１.４％ 依存財源　　７８.6％

【一般会計】

平成29年度当初予算を可決

一般会計　９６億６,１３６万円　　前年度比７.９％　　７億４６０万円　増額

（単位：万円、％）

（単位：万円、％）

町　税
13億2,149万円

13.7%

自主財源
20億6,910万円
21.4%

依存財源
75億9,226万円
78.6%

地方交付税
41億2,500万円

42.7%

民生費
25億0,628万円

25.9%

消防費
12億7,170万円

13.2%

公債費
11億9,915万円

12.4%

総務費
11億9,228万円

12.3%

農林水産業費
4億2,993万円

4.5%

教育費
10億0,364万円

10.4%

衛生費
9億5,925万円

9.9%

土木費
9億1,031万円

9.4%

議会費
1億1,294万円

1.2% 商工費
6,979万円
0.7% その他

609万円
0.1%

国・県支出金
13億3,456万円

13.8%

町債
17億5,650万円

18.2%

地方消費税交付金
2億5,000万円

2.6%

地方譲与税
1億500万円
1.1%

その他交付金
2,120万円
0.2%

繰入金
4億2,892万円

4.4%

分担金及び負担金
7,854万円
0.8%

使用料及び手数料
6,709万円
0.7%

繰越金
3,000万円
0.3%

その他
1億4,306万円

1.5%

歳入

歳出

区　　　分

後期高齢者医療特別会計
国民健康保険特別会計
介護保険特別会計
下水道事業特別会計
農業集落排水処理施設事業特別会計
簡易水道事業特別会計
住宅用地造成事業等特別会計
ケーブルテレビ事業特別会計

予　　算　　額

4億3,840万円
26億6,564万円
22億9,590万円
4億1,899万円
1億1,478万円
1億255万円
387万円
3,104万円

前 年 度 比
増　減　額

1,917万円
△7,940万円
6,741万円
1,660万円
184万円

△51,542万円
△29万円
463万円

増減率

区　　　分

主 な 新 規 事 業

予　　算　　額
前 年 度 比

増　減　額 増減率

4.6％
△2.9％
3.0％
4.1％
1.6％

△33.4％
△7.0％
17.5％

収益的収入 27億6,078万円
29億7,126万円
4億4,854万円
6億7,325万円

3,930万円
3,083万円

2億4,276万円
2億4,770万円

1.4％
1.0％
118.0％
58.2％

収益的支出
資本的収入
資本的支出

総務費
●漆植栽検討調査業務委託 26万円

285万円
53万円

578万円

76万円

152万円

874万円
35万円

128万円
9,666万円

946万円

町有林へ漆の植栽を検討
障害者差別解消法に基づき町ホームページを改修
桜苔を撤去

ボイラーを交換

林道糠利沢線修繕

遊具購入

防災行政無線電話応答装置更新等
防災士取得経費

旧圓子家住宅自動火災報知受信機交換等
旧豊間内小展示室展示施工等

公共下水道事業計画見直し調査等

●アクセシビリティ対応業務委託
●小渡平公園桜苔撤去作業業務委託
民生費
●社会福祉センターボイラー交換工事
農林水産業費
●林道修繕
土木費
●ひばり野公園管理事業
消防費
●防災行政無線管理事業
●災害対策事業
教育費
●旧圓子家住宅管理事業

下水道事業特別会計
●下水道事業

●歴史民俗資料館整備事業

増減率増減額予算額区　分

増減率増減額予算額区　分

2.9
448.2
△0.5
△0.3
0.0
△6.1
22.4

△2.7
64.3
△14.5
△7.4
0.0
2.4
4.5

7.9

3,754
3億5,068
△40
△18
0

△936
3億7,828

△11,500
6億8,730
△2億2,648
△2,000

0
50

3億2,632

7億0,460

13億2,149
4億2,892
7,854
6,709
3,000

1億4,306
20億6,910

41億2,500
17億5,650
13億3,456
2億5,000
1億500
2,120

75億9,226

96億6,136

町税
繰入金
分担金及び負担金
使用料及び手数料
繰越金
その他
小計（自主財源）

地方交付税
町債
国・県支出金
地方消費税交付金
地方譲与税
その他交付金
小計（依存財源）

合　計

歳　　出

歳　　入
前 年 度 比

【特別会計】

【病院事業会計】

0.5
182.7
4.0
7.9
△4.9
0.5

△19.5
2.9
2.0
△5.3
△45.5
7.9

1,246
8億2,191
4,574
8,695
△5,201
465

△2億2,057
1,228
220
△393
△508

7億0,460

25億0,628
12億7,170
11億9,915
11億9,228
10億0,364
9億5,925
9億1,031
4億2,993
1億1,294
6,979
609

96億6,136

民生費
消防費
公債費
総務費
教育費
衛生費
土木費
農林水産業費
議会費
商工費
その他
合　計



⑤ ごのへ議会だより 第23号 ごのへ議会だより 第23号 ④

問 

髙
山
浩
司
委
員

　
①
背
景
図
デ
ー
タ
作
成
業

務
委
託
②
土
地
単
価
更
新
業

務
委
託
③
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強

靭
化
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
設
定
委
託

と
は
。

答 

金
子
税
務
課
長

①
背
景
図
デ
ー
タ
作
成
業
務

委
託
は
航
空
写
真
の
修
正

を
行
う
も
の
。

②
土
地
単
価
更
新
業
務
委
託

は
土
地
の
評
価
を
見
直
す

も
の
。

③
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
靭
化

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
設
定
委
託
は

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
確
定
申

告
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

も
の
。

問 

鈴
木
隆
也
委
員

　
駐
車
場
整
備
工
事
と
多
目

的
ト
イ
レ
工
事
の
内
容
は
。

答 

佐
々
木
総
務
課
長

　
駐
車
場
整
備
工
事
は
税
務

課
脇
の
駐
車
場
の
進
入
路
の

整
備
。

　
多
目
的
ト
イ
レ
工
事
は
ベ

ビ
ー
シ
ー
ト
の
設
置
を
す
る

も
の
。

問 

鈴
木
隆
也
委
員

問 

尾
形
裕
之
委
員

　
漆
植
栽
検
討
調
査
業
務
委

託
と
は
。
ま
た
、
個
人
が
行

う
場
合
の
支
援
は
。

答 

畑
山
農
林
課
長

　
漆
を
町
有
地
に
植
栽
す
る

に
あ
た
り
、
ど
こ
が
適
地
な

の
か
な
ど
調
査
す
る
も
の
。

　
新
た
な
特
産
物
の
開
発
と

放
棄
地
の
利
用
の
観
点
か
ら

も
、
個
人
が
行
う
場
合
の
支

援
策
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

問 

鈴
木
隆
也
委
員

　
職
員
研
修
の
内
容
は
。

答 

佐
々
木
総
務
課
長

　
人
選
は
未
定
で
あ
る
が
青

森
の
自
治
研
修
所
、
仙
台
の

東
北
研
修
所
、
幕
張
、
滋
賀

県
大
津
市
の
中
央
研
修
所
、

ま
た
㈶
全
国
建
設
研
修
セ
ン

タ
ー
に
参
加
さ
せ
る
予
定
。

問 

鈴
木
隆
也
委
員

　
お
試
し
住
宅
工
事
の
見
通

し
は
。

答 

沢
向
地
方
創
生
推
進
室
長

　
空
き
家
の
改
修
１
軒
を
見

込
ん
で
い
る
。
改
修
し
た
住

宅
は
そ
の
後
利
用
し
て
い
く
。

問 

尾
形
裕
之
委
員

　
商
品
開
発
業
務
委
託
と
は
。

答 

沢
向
地
方
創
生
推
進
室
長

　
八
戸
学
院
大
学
と
連
携
し

て
商
品
開
発
を
進
め
て
い
く

予
定
。
今
年
度
の
事
業
を
検

証
す
る
。

問 

尾
形
裕
之
委
員

　
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
等
補
助

金
と
は
。

答 

鈴
木
福
祉
保
健
課
長

　
18
老
人
ク
ラ
ブ
へ
１
ク
ラ

ブ
あ
た
り
４
万
６
千
５
６
０

円
、
連
合
会
へ
１
ク
ラ
ブ
あ

た
り
１
万
６
千
円
の
計
28
万

８
千
円
を
、
県
の
要
項
に
基

づ
き
会
員
数
に
か
か
わ
ら
ず

一
律
に
補
助
し
て
い
る
。

問 

尾
形
裕
之
委
員

問 

川
村
浩
昭
委
員

　
公
衆
浴
場
施
設
整
備
事
業

費
補
助
金
と
周
知
は
。

答 

鈴
木
福
祉
保
健
課
長

　
公
衆
浴
場
の
ボ
イ
ラ
ー
整

備
な
ど
１
浴
場
50
万
円
を
限

度
と
し
て
補
助
す
る
も
の
。

　
周
知
が
足
り
な
い
た
め

も
っ
と
周
知
し
た
い
。

問 

鈴
木
隆
也
委
員

　
何
基
分
を
想
定
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
他
市
町
村
と

比
べ
て
補
助
額
が
低
い
が
見

直
し
は
。

答 

山
下
建
設
課
長

　
５
人
槽
10
基
、
７
人
槽
12

基
、
10
人
槽
１
基
を
想
定
し

て
い
る
。

　
補
助
額
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
平
成
29
年
度
の
計
画
に

あ
わ
せ
て
見
直
す
予
定
で
あ

る
。問 

鈴
木
隆
也
委
員

　
何
人
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

答 

鈴
木
福
祉
保
健
課
長

　
１
千
１
２
０
人
を
見
込
ん

で
い
る
。

問 

大
沢
義
之
委
員

　
財
源
と
基
金
の
取
り
崩
し

の
状
況
は
。

答 

佐
々
木
総
務
課
長

　
合
併
算
定
替
え
に
よ
る
普

通
交
付
税
の
増
加
分
が
毎
年

20
％
程
度
減
額
さ
れ
て
い
き

厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
基
金

を
取
り
崩
し
て
対
応
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

問 
尾
形
裕
之
委
員

　
実
質
公
債
比
率
は
。

答 

佐
々
木
総
務
課
長

　
平
成
28
年
度
は
10
・
５
８

７
％
の
見
込
み
。
平
成
29
年

度
は
11
・
５
８
７
％
に
な
る

見
込
み
。
そ
の
後
消
防
署
建

設
費
の
償
還
が
平
成
32
年
か

ら
始
ま
る
と
更
に
増
え
る
。

問 

髙
山
浩
司
委
員

　
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業

費
補
助
金
と
は
。

答 

佐
々
木
教
育
課
長

　
登
下
校
時
の
見
守
り
や
学

校
図
書
の
整
理
な
ど
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
す
る
事

業
の
補
助
金
で
あ
る
。

問 

三
浦
俊
哉
委
員

　
郡
町
村
議
会
議
長
会
負
担

金
が
昨
年
よ
り
増
額
に
な
っ

て
い
る
理
由
は
。

答 

川
﨑
議
会
事
務
局
長

　
隔
年
開
催
の
議
長
県
外
研

修
会
が
平
成
29
年
度
に
開
催

さ
れ
る
た
め
増
額
と
な
っ
て

い
る
。

問 

髙
山
浩
司
委
員

　
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
対
応

業
務
委
託
と
は
。

答 

小
村
企
画
振
興
課
長

　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
障

が
い
者
の
方
で
も
利
用
で
き

る
よ
う
に
改
修
す
る
も
の
。

問 

髙
山
浩
司
委
員

　
移
住
Ｐ
Ｒ
用
動
画
作
成
業

務
委
託
と
は
。

答 

沢
向
地
方
創
生
推
進
室
長

　
移
住
を
促
す
こ
と
を
目
的

と
し
た
五
戸
町
の
魅
力
を
盛

り
込
ん
だ
動
画
の
作
成
と

ネ
ッ
ト
配
信
を
委
託
す
る
も

の
。

問 

川
﨑
七
洋
委
員

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る

費
用
の
総
額
は
。

答 

沢
向
地
方
創
生
推
進
室
長

　
管
理
運
営
費
約
７
０
０
万

円
、
積
立
金
６
０
０
万
円
の

計
約
１
３
０
０
万
円
で
あ
る
。

積
立
金
は
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
事
業
に
使
わ
れ
る
。

問 

豊
田
孝
夫
委
員

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
状

況
は
。

答 

沢
向
地
方
創
生
推
進
室
長

　
３
名
採
用
す
る
計
画
で
あ

る
が
、
現
在
１
名
で
、
新
年

度
に
は
２
名
に
な
る
予
定
で

あ
る
。

　
ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
が
起
業
す
る
際
の
支
援
金

も
計
上
し
て
い
る
。

　予算特別委員会（委員長：三浦專治郎議員、副委員長：川村浩昭議員）を設置し、平成29年度の
一般会計予算、特別会計予算及び病院事業会計予算について審議しました。
　※委員会では議員のことを「委員」と呼びます。

平成２９年度当初予算を審議

主
な
質
疑

問 
川
村
浩
昭
委
員

　
水
辺
の
環
境
美
化
事
業
と

は
。答 

酒
井
住
民
課
長

　
主
に「
五
戸
川
を
き
れ
い

に
す
る
会
」が
ご
み
拾
い
や

草
刈
り
等
の
環
境
美
化
作
業

を
行
う
為
の
事
業
。

問 

髙
山
浩
司
委
員

　
育
成
研
修
会
業
務
委
託
と

は
。答 

鈴
木
福
祉
保
健
課
長

　
地
域
の
健
康
意
識
の
向
上

を
図
る
た
め
、
保
健
協
力
員

等
40
名
程
度
を
健
康
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
育
成
す
る
も
の

で
、
青
森
県
医
師
会
に
委
託

す
る
も
の
。

三　浦　專治郎 委員長
み うら せん じ ろう

　
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
と
は
、

地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス

テ
ム
の
呼
称
で
地
方
税

に
お
け
る
手
続
き
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
電
子
的
に
行
う
シ

ス
テ
ム

財
源
の
状
況
は

実
質
公
債
比
率
は

税
務
関
係
の
業
務
委
託
の

内
容
は

漆
植
栽
検
討
調
査
業
務

委
託
と
は

職
員
研
修
の
内
容
は

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
費

補
助
金
の
見
直
し
は

特
定
健
康
診
査
手
数
料

と
は

庁
舎
工
事
の
内
容
は

お
試
し
住
宅
工
事
の
見
通

し
は

水
辺
の
環
境
美
化
事
業

と
は

育
成
研
修
会
業
務
委
託

と
は

商
品
開
発
業
務
委
託
と
は

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
対
応

業
務
委
託
と
は

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業

費
補
助
金
と
は

郡
町
村
議
会
議
長
会
負
担

金
増
額
の
理
由
は

移
住
Ｐ
Ｒ
用
動
画
作
成

業
務
委
託
と
は

ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る

費
用
の
総
額
は

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

状
況
は

一
般
会
計
歳
入

一
般
会
計
歳
出

【
議
会
費
】

【
総
務
費
】

【
民
生
費
】

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
等
補
助

金
と
は

【
衛
生
費
】

公
衆
浴
場
施
設
整
備
事
業

費
補
助
金
と
は
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問 

髙
山
浩
司
委
員

　
①
背
景
図
デ
ー
タ
作
成
業

務
委
託
②
土
地
単
価
更
新
業

務
委
託
③
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強

靭
化
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
設
定
委
託

と
は
。

答 

金
子
税
務
課
長

①
背
景
図
デ
ー
タ
作
成
業
務

委
託
は
航
空
写
真
の
修
正

を
行
う
も
の
。

②
土
地
単
価
更
新
業
務
委
託

は
土
地
の
評
価
を
見
直
す

も
の
。

③
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
靭
化

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
設
定
委
託
は

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
確
定
申

告
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

も
の
。

問 

鈴
木
隆
也
委
員

　
駐
車
場
整
備
工
事
と
多
目

的
ト
イ
レ
工
事
の
内
容
は
。

答 

佐
々
木
総
務
課
長

　
駐
車
場
整
備
工
事
は
税
務

課
脇
の
駐
車
場
の
進
入
路
の

整
備
。

　
多
目
的
ト
イ
レ
工
事
は
ベ

ビ
ー
シ
ー
ト
の
設
置
を
す
る

も
の
。

問 

鈴
木
隆
也
委
員

問 

尾
形
裕
之
委
員

　
漆
植
栽
検
討
調
査
業
務
委

託
と
は
。
ま
た
、
個
人
が
行

う
場
合
の
支
援
は
。

答 

畑
山
農
林
課
長

　
漆
を
町
有
地
に
植
栽
す
る

に
あ
た
り
、
ど
こ
が
適
地
な

の
か
な
ど
調
査
す
る
も
の
。

　
新
た
な
特
産
物
の
開
発
と

放
棄
地
の
利
用
の
観
点
か
ら

も
、
個
人
が
行
う
場
合
の
支

援
策
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

問 

鈴
木
隆
也
委
員

　
職
員
研
修
の
内
容
は
。

答 

佐
々
木
総
務
課
長

　
人
選
は
未
定
で
あ
る
が
青

森
の
自
治
研
修
所
、
仙
台
の

東
北
研
修
所
、
幕
張
、
滋
賀

県
大
津
市
の
中
央
研
修
所
、

ま
た
㈶
全
国
建
設
研
修
セ
ン

タ
ー
に
参
加
さ
せ
る
予
定
。

問 
鈴
木
隆
也
委
員

　
お
試
し
住
宅
工
事
の
見
通

し
は
。

答 

沢
向
地
方
創
生
推
進
室
長

　
空
き
家
の
改
修
１
軒
を
見

込
ん
で
い
る
。
改
修
し
た
住

宅
は
そ
の
後
利
用
し
て
い
く
。

問 

尾
形
裕
之
委
員

　
商
品
開
発
業
務
委
託
と
は
。

答 

沢
向
地
方
創
生
推
進
室
長

　
八
戸
学
院
大
学
と
連
携
し

て
商
品
開
発
を
進
め
て
い
く

予
定
。
今
年
度
の
事
業
を
検

証
す
る
。

問 

尾
形
裕
之
委
員

　
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
等
補
助

金
と
は
。

答 

鈴
木
福
祉
保
健
課
長

　
18
老
人
ク
ラ
ブ
へ
１
ク
ラ

ブ
あ
た
り
４
万
６
千
５
６
０

円
、
連
合
会
へ
１
ク
ラ
ブ
あ

た
り
１
万
６
千
円
の
計
28
万

８
千
円
を
、
県
の
要
項
に
基

づ
き
会
員
数
に
か
か
わ
ら
ず

一
律
に
補
助
し
て
い
る
。

問 
尾
形
裕
之
委
員

問 
川
村
浩
昭
委
員

　
公
衆
浴
場
施
設
整
備
事
業

費
補
助
金
と
周
知
は
。

答 

鈴
木
福
祉
保
健
課
長

　
公
衆
浴
場
の
ボ
イ
ラ
ー
整

備
な
ど
１
浴
場
50
万
円
を
限

度
と
し
て
補
助
す
る
も
の
。

　
周
知
が
足
り
な
い
た
め

も
っ
と
周
知
し
た
い
。

問 

鈴
木
隆
也
委
員

　
何
基
分
を
想
定
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
他
市
町
村
と

比
べ
て
補
助
額
が
低
い
が
見

直
し
は
。

答 

山
下
建
設
課
長

　
５
人
槽
10
基
、
７
人
槽
12

基
、
10
人
槽
１
基
を
想
定
し

て
い
る
。

　
補
助
額
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
平
成
29
年
度
の
計
画
に

あ
わ
せ
て
見
直
す
予
定
で
あ

る
。問 

鈴
木
隆
也
委
員

　
何
人
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

答 

鈴
木
福
祉
保
健
課
長

　
１
千
１
２
０
人
を
見
込
ん

で
い
る
。

問 

大
沢
義
之
委
員

　
財
源
と
基
金
の
取
り
崩
し

の
状
況
は
。

答 

佐
々
木
総
務
課
長

　
合
併
算
定
替
え
に
よ
る
普

通
交
付
税
の
増
加
分
が
毎
年

20
％
程
度
減
額
さ
れ
て
い
き

厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
基
金

を
取
り
崩
し
て
対
応
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

問 

尾
形
裕
之
委
員

　
実
質
公
債
比
率
は
。

答 

佐
々
木
総
務
課
長

　
平
成
28
年
度
は
10
・
５
８

７
％
の
見
込
み
。
平
成
29
年

度
は
11
・
５
８
７
％
に
な
る

見
込
み
。
そ
の
後
消
防
署
建

設
費
の
償
還
が
平
成
32
年
か

ら
始
ま
る
と
更
に
増
え
る
。

問 

髙
山
浩
司
委
員

　
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業

費
補
助
金
と
は
。

答 

佐
々
木
教
育
課
長

　
登
下
校
時
の
見
守
り
や
学

校
図
書
の
整
理
な
ど
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
す
る
事

業
の
補
助
金
で
あ
る
。

問 

三
浦
俊
哉
委
員

　
郡
町
村
議
会
議
長
会
負
担

金
が
昨
年
よ
り
増
額
に
な
っ

て
い
る
理
由
は
。

答 

川
﨑
議
会
事
務
局
長

　
隔
年
開
催
の
議
長
県
外
研

修
会
が
平
成
29
年
度
に
開
催

さ
れ
る
た
め
増
額
と
な
っ
て

い
る
。

問 

髙
山
浩
司
委
員

　
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
対
応

業
務
委
託
と
は
。

答 

小
村
企
画
振
興
課
長

　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
障

が
い
者
の
方
で
も
利
用
で
き

る
よ
う
に
改
修
す
る
も
の
。

問 

髙
山
浩
司
委
員

　
移
住
Ｐ
Ｒ
用
動
画
作
成
業

務
委
託
と
は
。

答 

沢
向
地
方
創
生
推
進
室
長

　
移
住
を
促
す
こ
と
を
目
的

と
し
た
五
戸
町
の
魅
力
を
盛

り
込
ん
だ
動
画
の
作
成
と

ネ
ッ
ト
配
信
を
委
託
す
る
も

の
。

問 

川
﨑
七
洋
委
員

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る

費
用
の
総
額
は
。

答 

沢
向
地
方
創
生
推
進
室
長

　
管
理
運
営
費
約
７
０
０
万

円
、
積
立
金
６
０
０
万
円
の

計
約
１
３
０
０
万
円
で
あ
る
。

積
立
金
は
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
事
業
に
使
わ
れ
る
。

問 

豊
田
孝
夫
委
員

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
状

況
は
。

答 

沢
向
地
方
創
生
推
進
室
長

　
３
名
採
用
す
る
計
画
で
あ

る
が
、
現
在
１
名
で
、
新
年

度
に
は
２
名
に
な
る
予
定
で

あ
る
。

　
ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
が
起
業
す
る
際
の
支
援
金

も
計
上
し
て
い
る
。

　予算特別委員会（委員長：三浦專治郎議員、副委員長：川村浩昭議員）を設置し、平成29年度の
一般会計予算、特別会計予算及び病院事業会計予算について審議しました。
　※委員会では議員のことを「委員」と呼びます。

平成２９年度当初予算を審議

主
な
質
疑

問 

川
村
浩
昭
委
員

　
水
辺
の
環
境
美
化
事
業
と

は
。答 

酒
井
住
民
課
長

　
主
に「
五
戸
川
を
き
れ
い

に
す
る
会
」が
ご
み
拾
い
や

草
刈
り
等
の
環
境
美
化
作
業

を
行
う
為
の
事
業
。

問 

髙
山
浩
司
委
員

　
育
成
研
修
会
業
務
委
託
と

は
。答 

鈴
木
福
祉
保
健
課
長

　
地
域
の
健
康
意
識
の
向
上

を
図
る
た
め
、
保
健
協
力
員

等
40
名
程
度
を
健
康
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
育
成
す
る
も
の

で
、
青
森
県
医
師
会
に
委
託

す
る
も
の
。

三　浦　專治郎 委員長
み うら せん じ ろう

　
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
と
は
、

地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス

テ
ム
の
呼
称
で
地
方
税

に
お
け
る
手
続
き
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
電
子
的
に
行
う
シ

ス
テ
ム

財
源
の
状
況
は

実
質
公
債
比
率
は

税
務
関
係
の
業
務
委
託
の

内
容
は

漆
植
栽
検
討
調
査
業
務

委
託
と
は

職
員
研
修
の
内
容
は

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
費

補
助
金
の
見
直
し
は

特
定
健
康
診
査
手
数
料

と
は

庁
舎
工
事
の
内
容
は

お
試
し
住
宅
工
事
の
見
通

し
は

水
辺
の
環
境
美
化
事
業

と
は

育
成
研
修
会
業
務
委
託

と
は

商
品
開
発
業
務
委
託
と
は

ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
対
応

業
務
委
託
と
は

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業

費
補
助
金
と
は

郡
町
村
議
会
議
長
会
負
担

金
増
額
の
理
由
は

移
住
Ｐ
Ｒ
用
動
画
作
成

業
務
委
託
と
は

ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る

費
用
の
総
額
は

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

状
況
は

一
般
会
計
歳
入

一
般
会
計
歳
出

【
議
会
費
】

【
総
務
費
】

【
民
生
費
】

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
等
補
助

金
と
は

【
衛
生
費
】

公
衆
浴
場
施
設
整
備
事
業

費
補
助
金
と
は
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●
旧
豊
間
内
小
学
校
改
修
工

事
・
設
計
内
容
の
一
部
変
更

変
更
前

１
億
３
７
１
６
万
円

変
更
後

１
億
４
４
８
９
万
２
千
円

内
容（
追
加
）

・
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス

外
壁
塗
装

・
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
改
修
工
事

・
諸
経
費
等

全
員
賛
成
で
可
決

●
損
害
賠
償
請
求
に
関
す
る

和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額

の
決
定

【
内
容
】

・
町
道
の
舗
装
劣
化
に
よ
り

自
家
用
車
の
タ
イ
ヤ
が
パ

ン
ク
し
た
こ
と
に
よ
る
損

害
賠
償
額

１
万
４
千
円

全
員
賛
成
で
承
認

●
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
数
の
減
少
及
び
青

森
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
規
約
の
変
更

【
内
容
】

・
八
戸
市
階
上
町
田
代
小
学

校
中
学
校
組
合
解
散
に
伴

う
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

●
監
査
委
員
の
選
任

◎
前
　
田
　
一
　
馬
　
氏

（
63
歳
）

五
戸
町
字
蛯
川
村

主
な
職
歴

五
戸
総
合
病
院
事
務
局
長

任
期

平
成
29
年
３
月
２
日
〜

平
成
33
年
３
月
１
日

全
員
賛
成
で
同
意

●
ひ
ば
り
野
公
園
陸
上
競
技

場
管
理
棟
改
修
工
事

・
設
計
内
容
の
一
部
変
更

変
更
前

６
６
３
１
万
２
千
円

変
更
後

７
０
１
８
万
４
千
円

内
容（
追
加
）

・
ア
ル
ミ
製
建
具
等

・
便
器
改
修

・
ト
イ
レ
付
帯
設
備
等

・
諸
経
費
等

全
員
賛
成
で
可
決

問 

尾
形
裕
之
委
員

　
夢
の
教
室
事
業
業
務
委
託

と
は
。

答 

佐
々
木
教
育
課
長

　
元
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
を

講
師
に
迎
え
教
室
を
開
き
、

子
ど
も
達
に
夢
や
希
望
を
与

え
る
も
の
。

問 

豊
田
孝
夫
委
員

　
江
渡
狄
嶺
関
係
資
料
搬
入

委
託
と
は
。

答 

佐
々
木
教
育
課
長

　
長
野
県
茅
野
市
に
保
管
さ

れ
て
い
る
江
渡
狄
嶺
関
係
資

料
を
子
孫
の
方
か
ら
寄
付
し

て
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と

で
そ
の
搬
入
費
用
。

議決件数　２件

原案可決

２　件

同　　意

０　件

承　　認

０　件

認　　定

０　件

第10回　平成29年２月　臨時会
２月16日に１日間の会期で臨時会が開催されました。

議決件数　３件

原案可決

１　件

同　　意

１　件

承　　認

１　件

認　　定

０　件

第11回　平成29年３月　臨時会
３月２日に１日間の会期で臨時会が開催されました。

町
長
提
出
案
件

町
長
提
出
案
件

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

問 

川
﨑
七
洋
委
員

　
著
作
権
使
用
料
と
は
。

答 

小
村
企
画
振
興
課
長

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
映
に

よ
り
発
生
し
、
各
著
作
権
協

会
に
加
入
件
数
等
に
応
じ
て

支
払
う
も
の
。

問 

尾
形
裕
之
委
員

　
１
日
平
均
入
院
患
者
数
予

定
量
の
積
算
根
拠
は
。

答 

服
部
病
院
事
務
局
長

　
現
在
の
状
況
を
鑑
み
た
数

で
あ
る
。

問 

大
久
保
均
委
員

　
下
水
道
整
備
が
進
ん
で
い

る
の
に
使
用
料
収
入
の
見
込

み
が
増
え
て
い
な
い
理
由
は
。

答 

山
下
建
設
課
長

　
整
備
面
積
は
拡
大
し
て
い

る
が
、
使
用
料
収
入
は
厳
し

く
見
込
ん
で
い
る
。

問 

大
沢
博
委
員

　
倉
石
東
部
地
区
の
加
入
率

が
低
い
理
由
は
。

答 

山
下
建
設
課
長

　
高
齢
者
世
帯
が
多
く
受
益

者
負
担
金
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ

て
い
る
。
加
入
促
進
を
図
り

た
い
。

審
議
の
結
果

ま
え

た

か
ず

ま

も
の
。
県
の
事
業
で
あ
る
。

問 

髙
山
浩
司
委
員

　
り
ん
ご
病
害
虫
マ
ス
タ
ー

養
成
事
業
委
託
と
は
。

答 

畑
山
農
林
課
長

　
り
ん
ご
の
病
害
虫
の
知
識

や
技
術
を
習
得
さ
せ
る
県
の

新
し
い
事
業
で
、
１
名
分
を

計
上
し
て
い
る
。

問 

尾
形
裕
之
委
員

　
ご
の
へ
夏
ま
つ
り
に
ア
イ

ド
ル
グ
ル
ー
プ
を
呼
べ
な
い

か
。答 

小
村
企
画
振
興
課
長

　
今
後
予
算
の
範
囲
内
で
出

来
る
か
ど
う
か
協
議
検
討
す

る
。

問 

尾
形
裕
之
委
員

　
倉
石
牛
の
出
荷
数
は
。

答 

畑
山
農
林
課
長

４
０
０
頭
弱
。

問 

大
沢
博
委
員

　
ブ
ド
ロ
ク
放
牧
場
は
最
大

で
何
頭
受
け
入
れ
可
能
か
。

答 

畑
山
農
林
課
長

　
放
牧
場
は
約
２
０
０
頭
、

キ
ャ
ト
ル
セ
ン
タ
ー
は
１
０

０
頭
。

問 

豊
田
孝
夫
委
員

　
り
ん
ご
緊
急
需
給
対
策
事

業
費
補
助
金
と
は
。

答 

畑
山
農
林
課
長

　
加
工
向
け
り
ん
ご
の
価
格

の
安
定
の
た
め
に
補
助
す
る

問 

鈴
木
隆
也
委
員

　
川
内
中
学
校
に
は
ス
ク
ー

ル
バ
ス
が
な
く
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
を
利
用
し
て
い
る

が
運
行
時
間
が
下
校
時
間
に

合
わ
な
い
が
対
応
は
。

答 

小
村
企
画
振
興
課
長

　
対
応
で
き
る
の
か
ど
う
か

バ
ス
会
社
と
協
議
検
討
す
る
。

問 
豊
田
孝
夫
委
員

　
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
し

て
い
く
の
か
。

答 

佐
々
木
教
育
課
長

　
建
物
の
内
部
を
な
に
か
に

使
う
仕
様
に
な
っ
て
い
な
い

た
め
、
活
用
す
る
の
で
あ
れ

ば
限
定
さ
れ
る
。

【
農
林
水
産
業
費
】

【
教
育
費
】

【
商
工
費
】

倉
石
牛
の
生
産
状
況
は

川
内
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
は

　キ
ャ
ト
ル
セ
ン
タ
ー

と
は
、
生
産
者
よ
り
、

母
牛
、
子
牛
を
預
か
り

管
理
育
成
す
る
施
設

り
ん
ご
緊
急
需
給
対
策

事
業
費
補
助
金
と
は

り
ん
ご
病
害
虫
マ
ス
タ
ー

養
成
事
業
委
託
と
は

五
戸
代
官
所
の
活
用
は

夢
の
教
室
事
業
業
務
委
託

と
は

江
渡
狄
嶺
関
係
資
料
搬
入

委
託
と
は

ご
の
へ
夏
ま
つ
り
に

ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
を

下
水
道
使
用
料
収
入
の

見
込
み
は
妥
当
か

下
水
道
事
業
特
別

会
計

倉
石
東
部
地
区
の
加
入
率

が
低
い
理
由
は

農
集
排
特
別
会
計

著
作
権
使
用
料
と
は

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

特
別
会
計

１
日
平
均
入
院
患
者
数

予
定
量
の
積
算
根
拠
は

病
院
事
業
会
計

工
事
請
負
契
約
の
変
更
２
件

規
約
の
変
更
　
１
件

専
決
処
分
の
承
認
　
１
件

人
事
　
１
件
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【
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・
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損
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で
可
決

●
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一
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氏
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歳
）
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戸
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字
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村
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歴

五
戸
総
合
病
院
事
務
局
長

任
期

平
成
29
年
３
月
２
日
〜

平
成
33
年
３
月
１
日

全
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賛
成
で
同
意

●
ひ
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野
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園
陸
上
競
技

場
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棟
改
修
工
事
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設
計
内
容
の
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変
更

変
更
前
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３
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２
千
円
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更
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１
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円
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追
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等
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等
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全
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問 

尾
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之
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員
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務
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答 
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長
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迎
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室
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、
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達
に
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や
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を
与

え
る
も
の
。

問 

豊
田
孝
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委
員

　
江
渡
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嶺
関
係
資
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搬
入

委
託
と
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答 
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課
長
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孫
の
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ら
寄
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し

て
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と

で
そ
の
搬
入
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用
。
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０　件
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﨑
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課
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テ
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放
映
に
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会
に
加
入
件
数
等
に
応
じ
て

支
払
う
も
の
。

問 

尾
形
裕
之
委
員

　
１
日
平
均
入
院
患
者
数
予
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算
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服
部
病
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長

　
現
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の
状
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る
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入
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が
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使
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入
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で
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。
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委
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の
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は
。
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建
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が
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く
受
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が
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と
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る
。
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を
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り

た
い
。

審
議
の
結
果

ま
え

た

か
ず

ま

も
の
。
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の
事
業
で
あ
る
。

問 

髙
山
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司
委
員

　
り
ん
ご
病
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成
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業
委
託
と
は
。

答 

畑
山
農
林
課
長

　
り
ん
ご
の
病
害
虫
の
知
識

や
技
術
を
習
得
さ
せ
る
県
の

新
し
い
事
業
で
、
１
名
分
を

計
上
し
て
い
る
。

問 

尾
形
裕
之
委
員

　
ご
の
へ
夏
ま
つ
り
に
ア
イ

ド
ル
グ
ル
ー
プ
を
呼
べ
な
い

か
。答 

小
村
企
画
振
興
課
長

　
今
後
予
算
の
範
囲
内
で
出

来
る
か
ど
う
か
協
議
検
討
す

る
。

問 

尾
形
裕
之
委
員

　
倉
石
牛
の
出
荷
数
は
。

答 

畑
山
農
林
課
長

４
０
０
頭
弱
。

問 

大
沢
博
委
員

　
ブ
ド
ロ
ク
放
牧
場
は
最
大

で
何
頭
受
け
入
れ
可
能
か
。

答 

畑
山
農
林
課
長

　
放
牧
場
は
約
２
０
０
頭
、

キ
ャ
ト
ル
セ
ン
タ
ー
は
１
０

０
頭
。

問 

豊
田
孝
夫
委
員

　
り
ん
ご
緊
急
需
給
対
策
事

業
費
補
助
金
と
は
。

答 

畑
山
農
林
課
長

　
加
工
向
け
り
ん
ご
の
価
格

の
安
定
の
た
め
に
補
助
す
る

問 

鈴
木
隆
也
委
員

　
川
内
中
学
校
に
は
ス
ク
ー

ル
バ
ス
が
な
く
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
を
利
用
し
て
い
る

が
運
行
時
間
が
下
校
時
間
に

合
わ
な
い
が
対
応
は
。

答 

小
村
企
画
振
興
課
長

　
対
応
で
き
る
の
か
ど
う
か

バ
ス
会
社
と
協
議
検
討
す
る
。

問 

豊
田
孝
夫
委
員

　
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
し

て
い
く
の
か
。

答 

佐
々
木
教
育
課
長

　
建
物
の
内
部
を
な
に
か
に

使
う
仕
様
に
な
っ
て
い
な
い

た
め
、
活
用
す
る
の
で
あ
れ

ば
限
定
さ
れ
る
。

【
農
林
水
産
業
費
】

【
教
育
費
】

【
商
工
費
】

倉
石
牛
の
生
産
状
況
は

川
内
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
は

　キ
ャ
ト
ル
セ
ン
タ
ー

と
は
、
生
産
者
よ
り
、

母
牛
、
子
牛
を
預
か
り

管
理
育
成
す
る
施
設

り
ん
ご
緊
急
需
給
対
策

事
業
費
補
助
金
と
は

り
ん
ご
病
害
虫
マ
ス
タ
ー

養
成
事
業
委
託
と
は

五
戸
代
官
所
の
活
用
は

夢
の
教
室
事
業
業
務
委
託

と
は

江
渡
狄
嶺
関
係
資
料
搬
入

委
託
と
は

ご
の
へ
夏
ま
つ
り
に

ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
を

下
水
道
使
用
料
収
入
の

見
込
み
は
妥
当
か

下
水
道
事
業
特
別

会
計

倉
石
東
部
地
区
の
加
入
率

が
低
い
理
由
は

農
集
排
特
別
会
計

著
作
権
使
用
料
と
は

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

特
別
会
計

１
日
平
均
入
院
患
者
数

予
定
量
の
積
算
根
拠
は

病
院
事
業
会
計

工
事
請
負
契
約
の
変
更
２
件

規
約
の
変
更
　
１
件

専
決
処
分
の
承
認
　
１
件

人
事
　
１
件
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●
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
３
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
８
５
７
万
３
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

23
億
２
７
２
０
万
１
千
円

【
主
な
内
容
】

・
主
治
医
意
見
書
作
成
料
等

●
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
３
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
２
０
９
万
２
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

４
億
３
１
０
万
３
千
円

【
主
な
内
容
】

・
水
洗
便
所
改
造
等
奨
励
金

等
●
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
２
７
７
万
３
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
億
１
３
２
５
万
４
千
円

【
主
な
内
容
】

・
光
熱
水
費
等

●
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
１
７
２
万
９
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
億
５
２
７
８
万
４
千
円

【
主
な
内
容
】

・
光
熱
水
費
等

●
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３

号
）

・
補
正
額（
増
額
）

１
１
０
万
１
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

３
１
６
８
万
４
千
円

【
主
な
内
容
】

・
光
ケ
ー
ブ
ル
引
込
工
事
費

●
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

・
収
益
的
収
入

病
院
医
業
収
益
等
４
４
３

８
万
６
千
円
を
減
額
し
28

億
７
７
１
２
万
１
千
円

・
収
益
的
支
出

病
院
医
業
費
用
等
４
４
４

７
万
３
千
円
を
減
額
し
28

億
７
３
６
１
万
３
千
円

・
資
本
的
収
入

企
業
債
60
万
円
、
補
助
金

２
７
０
万
円
を
減
額
し
２

億
５
４
５
７
万
５
千
円

全
員
賛
成
で
可
決

●
一
般
会
計
予
算

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
予
算

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算

●
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

●
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予

算
●
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

事
業
特
別
会
計
予
算

●
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算

●
住
宅
用
地
造
成
事
業
等
特

別
会
計
予
算

●
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特

別
会
計
予
算

●
病
院
事
業
会
計
予
算

全
員
賛
成
で
可
決

※

審
議
内
容
は
別
ペ
ー
ジ

●
損
害
賠
償
請
求
に
関
す
る

和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額

の
決
定

【
内
容
】

・
町
道
の
舗
装
劣
化
に
よ
り

自
家
用
車
の
タ
イ
ヤ
が
パ

ン
ク
し
た
こ
と
に
よ
る
損

害
賠
償
額

２
万
１
千
円

全
員
賛
成
で
同
意

●
町
長
が
専
決
処
分
で
き
る

軽
易
な
事
項
の
指
定
に
つ

い
て

【
内
容
】

・
町
長
が
専
決
処
分
で
き
る

軽
易
な
事
項
を
指
定
す
る

も
の

全
員
賛
成
で
可
決

★
用
語
解
説

【
会
計
】

・
一
般
会
計
と
は

　
地
方
公
共
団
体
の
行
政

運
営
の
基
本
的
な
経
費
を

網
羅
し
て
計
上
す
る
会
計

の
こ
と
。

・
特
別
会
計
と
は

　
特
定
の
事
業
を
行
う
場

合
そ
の
他
特
定
の
歳
入
を

歳
出
に
充
て
、
一
般
の
歳

入
歳
出
と
区
分
し
て
経
理

す
る
必
要
が
あ
る
場
合

に
、
条
例
に
よ
っ
て
設
置

す
る
会
計
の
こ
と
。

【
予
算
】

・
当
初
予
算
と
は

　
一
会
計
年
度
を
通
じ
て

定
め
ら
れ
る
基
本
的
予
算
。

・
補
正
予
算
と
は

　
予
算
の
調
整
後
に
生
じ

た
事
由
に
基
づ
い
て
、
規

定
の
予
算
に
追
加
そ
の
他

の
変
更
を
加
え
る
必
要
が

生
じ
た
と
き
は
、
補
正
予

算
を
調
整
し
、
議
会
に
提

出
す
る
。

【
歳
入
】

・
自
主
財
源
と
は

　
町
が
自
主
的
に
収
入
で

き
る
財
源
。

（
例
）町
税
・
繰
入
金
・
分

担
金
及
び
負
担
金
な
ど
。

・
依
存
財
源
と
は

　
国
や
県
の
基
準
に
基
づ

き
交
付
さ
れ
た
り
割
り
当

て
ら
れ
た
り
す
る
財
源
。

（
例
）地
方
交
付
税
・
町
債

な
ど
。

【
健
全
化
判
断
比
率
】

・
健
全
化
判
断
比
率
と
は

　「
地
方
公
共
団
体
の
財

政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
」の
規
定
に
基
づ
き
、
議

会
に
報
告
が
義
務
付
け
ら

れ
た
「
実
質
赤
字
比
率
」

「
実
質
公
債
費
比
率
」「
連

結
実
質
赤
字
比
率
」「
将

来
負
担
比
率
」の
４
指
標
。

・
実
質
公
債
比
率
と
は

　
借
入
金
の
返
済
額
及
び

こ
れ
に
準
じ
る
額
の
大
き

さ
を
指
標
化
し
、
資
金
繰

り
の
危
険
度
を
示
し
た
数

値
。

●
青
森
県
新
産
業
都
市
建
設

事
業
団
に
委
託
す
べ
き
事

業
に
関
す
る
計
画
の
一
部

変
更

全
員
賛
成
で
可
決

●
連
携
中
枢
都
市
圏
の
形
成

に
係
る
連
携
協
約
の
締
結

全
員
賛
成
で
可
決

●
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の

廃
止

全
員
賛
成
で
可
決

●
八
戸
地
域
広
域
ふ
る
さ
と

市
町
村
圏
基
金
に
対
す
る

出
資
金
に
係
る
権
利
の
放

棄

全
員
賛
成
で
可
決

●
八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
の
共
同
処
理
す

る
事
務
の
変
更
及
び
規
約

の
変
更

全
員
賛
成
で
可
決

●
団
体
営
七
崎
地
区
基
盤
整

備
促
進
事
業
に
関
す
る
事

務
の
受
託
の
廃
止

全
員
賛
成
で
可
決

●
五
戸
町
議
会
の
議
決
す
べ

き
事
件
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正

【
内
容
】

・
文
言
の
改
正

●
五
戸
町
個
人
情
報
保
護
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
及
び
五
戸
町
個
人
情
報

保
護
条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
法
律
の
改
正
に
伴
う
改
正

●
五
戸
町
行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

個
人
番
号
の
利
用
及
び
特

定
個
人
情
報
の
提
供
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

【
内
容
】

・
法
律
の
改
正
に
伴
う
改
正

●
五
戸
町
職
員
の
分
限
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

【
内
容
】

・
人
事
評
価
制
度
導
入
に
伴

う
降
級
事
由
改
正

●
五
戸
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正

【
内
容
】

・
職
員
の
介
護
休
暇
及
び
育

児
を
行
う
職
員
に
係
る
改

正
●
五
戸
町
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正

【
内
容
】

・
法
律
の
改
正
に
伴
う
改
正

●
五
戸
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

【
内
容
】

・
法
律
の
改
正
に
伴
う
改
正

●
五
戸
町
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
給
付
条
例
の
一
部

を
改
正

【
内
容
】

・
法
律
の
改
正
に
伴
う
改
正

●
五
戸
町
介
護
保
険
法
に
基

づ
く
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
係
る
基

準
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
及
び
五

戸
町
介
護
保
険
法
に
基
づ

く
指
定
地
域
密
着
型
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

人
員
、
設
備
及
び
運
営
並

び
に
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果

的
な
支
援
の
方
法
に
係
る

基
準
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正

【
内
容
】

・
法
律
の
改
称
に
伴
う
改
正

全
員
賛
成
で
可
決

●
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
１
億
４
３
８
万
７
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

95
億
３
８
４
１
万
５
千
円

【
主
な
内
容
】

・
事
業
確
定
等
に
よ
る
も
の

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
３
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

１
１
９
万
４
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

４
億
２
３
０
２
万
７
千
円

【
主
な
内
容
】

・
療
養
給
付
費
定
率
市
町
村

負
担
金
等

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
８
７
０
万
１
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

27
億
１
２
６
９
万
３
千
円

【
主
な
内
容
】

・
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付

費
等

議決件数　26件（うち議会案　１件）

原案可決

25　件

同　　意

１　件

承　　認

０　件

認　　定

０　件

第12回　平成29年３月　定例会
３月９日から16日までの８日間の会期で定例会が開催されました。

町
長
提
出
案
件

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

議
会
提
出
案
件

町
長
提
出
案
件
追
加

協
議
　
１
件

協
約
の
締
結
　
１
件

協
定
の
廃
止
　
１
件

権
利
の
放
棄
　
１
件

受
託
の
廃
止
　
１
件

補
正
予
算
　
９
件

平
成
29
年
度
予
算
　
10
件

専
決
処
分
の
承
認
　
１
件

事
務
及
び
規
約
の
変
更
１
件

条
例
の
一
部
改
正
　
９
件

議
会
案
　
１
件



⑨ ごのへ議会だより 第23号 ごのへ議会だより 第23号 ⑧

●
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
３
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
８
５
７
万
３
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

23
億
２
７
２
０
万
１
千
円

【
主
な
内
容
】

・
主
治
医
意
見
書
作
成
料
等

●
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
３
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
２
０
９
万
２
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

４
億
３
１
０
万
３
千
円

【
主
な
内
容
】

・
水
洗
便
所
改
造
等
奨
励
金

等
●
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
２
７
７
万
３
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
億
１
３
２
５
万
４
千
円

【
主
な
内
容
】

・
光
熱
水
費
等

●
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
１
７
２
万
９
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
億
５
２
７
８
万
４
千
円

【
主
な
内
容
】

・
光
熱
水
費
等

●
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３

号
）

・
補
正
額（
増
額
）

１
１
０
万
１
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

３
１
６
８
万
４
千
円

【
主
な
内
容
】

・
光
ケ
ー
ブ
ル
引
込
工
事
費

●
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

・
収
益
的
収
入

病
院
医
業
収
益
等
４
４
３

８
万
６
千
円
を
減
額
し
28

億
７
７
１
２
万
１
千
円

・
収
益
的
支
出

病
院
医
業
費
用
等
４
４
４

７
万
３
千
円
を
減
額
し
28

億
７
３
６
１
万
３
千
円

・
資
本
的
収
入

企
業
債
60
万
円
、
補
助
金

２
７
０
万
円
を
減
額
し
２

億
５
４
５
７
万
５
千
円

全
員
賛
成
で
可
決

●
一
般
会
計
予
算

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
予
算

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算

●
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

●
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予

算
●
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

事
業
特
別
会
計
予
算

●
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

予
算

●
住
宅
用
地
造
成
事
業
等
特

別
会
計
予
算

●
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特

別
会
計
予
算

●
病
院
事
業
会
計
予
算

全
員
賛
成
で
可
決

※

審
議
内
容
は
別
ペ
ー
ジ

●
損
害
賠
償
請
求
に
関
す
る

和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額

の
決
定

【
内
容
】

・
町
道
の
舗
装
劣
化
に
よ
り

自
家
用
車
の
タ
イ
ヤ
が
パ

ン
ク
し
た
こ
と
に
よ
る
損

害
賠
償
額

２
万
１
千
円

全
員
賛
成
で
同
意

●
町
長
が
専
決
処
分
で
き
る

軽
易
な
事
項
の
指
定
に
つ

い
て

【
内
容
】

・
町
長
が
専
決
処
分
で
き
る

軽
易
な
事
項
を
指
定
す
る

も
の

全
員
賛
成
で
可
決

★
用
語
解
説

【
会
計
】

・
一
般
会
計
と
は

　
地
方
公
共
団
体
の
行
政

運
営
の
基
本
的
な
経
費
を

網
羅
し
て
計
上
す
る
会
計

の
こ
と
。

・
特
別
会
計
と
は

　
特
定
の
事
業
を
行
う
場

合
そ
の
他
特
定
の
歳
入
を

歳
出
に
充
て
、
一
般
の
歳

入
歳
出
と
区
分
し
て
経
理

す
る
必
要
が
あ
る
場
合

に
、
条
例
に
よ
っ
て
設
置

す
る
会
計
の
こ
と
。

【
予
算
】

・
当
初
予
算
と
は

　
一
会
計
年
度
を
通
じ
て

定
め
ら
れ
る
基
本
的
予
算
。

・
補
正
予
算
と
は

　
予
算
の
調
整
後
に
生
じ

た
事
由
に
基
づ
い
て
、
規

定
の
予
算
に
追
加
そ
の
他

の
変
更
を
加
え
る
必
要
が

生
じ
た
と
き
は
、
補
正
予

算
を
調
整
し
、
議
会
に
提

出
す
る
。

【
歳
入
】

・
自
主
財
源
と
は

　
町
が
自
主
的
に
収
入
で

き
る
財
源
。

（
例
）町
税
・
繰
入
金
・
分

担
金
及
び
負
担
金
な
ど
。

・
依
存
財
源
と
は

　
国
や
県
の
基
準
に
基
づ

き
交
付
さ
れ
た
り
割
り
当

て
ら
れ
た
り
す
る
財
源
。

（
例
）地
方
交
付
税
・
町
債

な
ど
。

【
健
全
化
判
断
比
率
】

・
健
全
化
判
断
比
率
と
は

　「
地
方
公
共
団
体
の
財

政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
」の
規
定
に
基
づ
き
、
議

会
に
報
告
が
義
務
付
け
ら

れ
た
「
実
質
赤
字
比
率
」

「
実
質
公
債
費
比
率
」「
連

結
実
質
赤
字
比
率
」「
将

来
負
担
比
率
」の
４
指
標
。

・
実
質
公
債
比
率
と
は

　
借
入
金
の
返
済
額
及
び

こ
れ
に
準
じ
る
額
の
大
き

さ
を
指
標
化
し
、
資
金
繰

り
の
危
険
度
を
示
し
た
数

値
。

●
青
森
県
新
産
業
都
市
建
設

事
業
団
に
委
託
す
べ
き
事

業
に
関
す
る
計
画
の
一
部

変
更

全
員
賛
成
で
可
決

●
連
携
中
枢
都
市
圏
の
形
成

に
係
る
連
携
協
約
の
締
結

全
員
賛
成
で
可
決

●
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の

廃
止

全
員
賛
成
で
可
決

●
八
戸
地
域
広
域
ふ
る
さ
と

市
町
村
圏
基
金
に
対
す
る

出
資
金
に
係
る
権
利
の
放

棄

全
員
賛
成
で
可
決

●
八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
の
共
同
処
理
す

る
事
務
の
変
更
及
び
規
約

の
変
更

全
員
賛
成
で
可
決

●
団
体
営
七
崎
地
区
基
盤
整

備
促
進
事
業
に
関
す
る
事

務
の
受
託
の
廃
止

全
員
賛
成
で
可
決

●
五
戸
町
議
会
の
議
決
す
べ

き
事
件
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正

【
内
容
】

・
文
言
の
改
正

●
五
戸
町
個
人
情
報
保
護
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
及
び
五
戸
町
個
人
情
報

保
護
条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
法
律
の
改
正
に
伴
う
改
正

●
五
戸
町
行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

個
人
番
号
の
利
用
及
び
特

定
個
人
情
報
の
提
供
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

【
内
容
】

・
法
律
の
改
正
に
伴
う
改
正

●
五
戸
町
職
員
の
分
限
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

【
内
容
】

・
人
事
評
価
制
度
導
入
に
伴

う
降
級
事
由
改
正

●
五
戸
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正

【
内
容
】

・
職
員
の
介
護
休
暇
及
び
育

児
を
行
う
職
員
に
係
る
改

正
●
五
戸
町
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正

【
内
容
】

・
法
律
の
改
正
に
伴
う
改
正

●
五
戸
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

【
内
容
】

・
法
律
の
改
正
に
伴
う
改
正

●
五
戸
町
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
給
付
条
例
の
一
部

を
改
正

【
内
容
】

・
法
律
の
改
正
に
伴
う
改
正

●
五
戸
町
介
護
保
険
法
に
基

づ
く
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
係
る
基

準
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
及
び
五

戸
町
介
護
保
険
法
に
基
づ

く
指
定
地
域
密
着
型
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

人
員
、
設
備
及
び
運
営
並

び
に
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る

介
護
予
防
の
た
め
の
効
果

的
な
支
援
の
方
法
に
係
る

基
準
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正

【
内
容
】

・
法
律
の
改
称
に
伴
う
改
正

全
員
賛
成
で
可
決

●
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
１
億
４
３
８
万
７
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

95
億
３
８
４
１
万
５
千
円

【
主
な
内
容
】

・
事
業
確
定
等
に
よ
る
も
の

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
３
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

１
１
９
万
４
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

４
億
２
３
０
２
万
７
千
円

【
主
な
内
容
】

・
療
養
給
付
費
定
率
市
町
村

負
担
金
等

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
８
７
０
万
１
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

27
億
１
２
６
９
万
３
千
円

【
主
な
内
容
】

・
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付

費
等

議決件数　26件（うち議会案　１件）

原案可決

25　件

同　　意

１　件

承　　認

０　件

認　　定

０　件

第12回　平成29年３月　定例会
３月９日から16日までの８日間の会期で定例会が開催されました。

町
長
提
出
案
件

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

議
会
提
出
案
件

町
長
提
出
案
件
追
加

協
議
　
１
件

協
約
の
締
結
　
１
件

協
定
の
廃
止
　
１
件

権
利
の
放
棄
　
１
件

受
託
の
廃
止
　
１
件

補
正
予
算
　
９
件

平
成
29
年
度
予
算
　
10
件

専
決
処
分
の
承
認
　
１
件

事
務
及
び
規
約
の
変
更
１
件

条
例
の
一
部
改
正
　
９
件

議
会
案
　
１
件



⑪ ごのへ議会だより 第23号 ごのへ議会だより 第23号 ⑩

③
圏
域
全
体
の
生
活
関
連
機

能
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は
。

①
成
長
産
業
立
地
等
支
援
事

業
な
ど
の
事
業
を
展
開
し
、

新
規
創
業
促
進
や
地
域
の

中
堅
企
業
等
を
核
と
し
た

戦
略
産
業
の
育
成
、
地
域

　
八
戸
圏
域
連
携
中
枢
都
市

圏
で
次
の
こ
と
に
つ
い
て
当

町
の
果
た
す
役
割
と
目
指
す

と
こ
ろ
は
。

①
圏
域
全
体
の
経
済
成
長
の

け
ん
引
は
。

②
高
次
の
都
市
機
能
の
集

積
・
強
化
は
。

資
源
を
活
用
し
た
地
域
経

済
の
裾
野
拡
大
を
図
る
。

②
ド
ク
タ
ー
カ
ー
運
行
事
業

の
充
実
・
強
化
や
八
戸
圏

域
公
共
交
通
計
画
推
進
事

業
に
取
り
組
み
、
高
度
な

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や

広
域
的
な
公
共
交
通
機
関

網
の
構
築
を
図
る
。

③
医
師
派
遣
事
業
や
高
校
生

実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
移

住
交
流
推
進
事
業
な
ど
を

展
開
し
、
医
療
体
制
・
高

齢
者
福
祉
の
充
実
、
人
材

育
成
、
人
口
減
少
対
策
を

図
る
。

　
八
戸
に
隣
接
す
る
旧
川
内

地
区
に
は
航
空
機
部
品
も
供

給
し
て
い
る
橘
機
工
が
あ
る
。

そ
こ
を
拠
点
に
関
連
企
業
を

集
約
し
た
工
業
団
地
の
構
築

を
連
携
中
枢
都
市
圏
で
進
め

て
は
ど
う
か
。

　
連
携
中
枢
都
市
圏
で
は
、

工
業
団
地
の
開
発
・
造
成
や

特
定
の
企
業
及
び
産
業
を
支

援
す
る
施
策
は
な
い
。
し
か

し
、
地
域
の
中
堅
企
業
等
を

核
と
し
た
戦
略
産
業
の
育
成

に
関
す
る
施
策
が
い
く
つ
か

あ
る
の
で
、
制
度
周
知
と
活

用
を
支
援
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
企
業
か
ら
の
要
望

等
が
あ
れ
ば
、
町
独
自
に
五

戸
町
企
業
立
地
推
進
条
例
及

び
も
の
づ
く
り
支
援
事
業
に

よ
る
、
用
地
確
保
や
農
地
転

用
な
ど
の
支
援
を
考
え
る
。

　
上
市
川
石
呑
線
お
よ
び
八

戸
北
イ
ン
タ
ー
に
直
結
す
る

八
戸
市
市
道
か
ら
成
る
道
路

は
、
八
戸
市
と
の
連
絡
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

連
携
中
枢
都
市
圏
で
県
道
整

備
は
可
能
か
。

　
連
携
中
枢
都
市
圏
で
道
路

整
備
の
施
策
は
な
い
。
必
要

性
が
認
め
ら
れ
れ
ば
町
独
自

で
県
道
橋
向
五
戸
線
の
振
替

を
県
に
要
望
し
て
い
く
。

　
人
口
流
入
に
対
応
し
、
第

二
の
上
市
川
団
地
を
造
成
し

て
は
。

　
上
市
川
団
地
区
画
完
売
を

第
一
に
考
え
て
い
る
。
し
か

し
、
一
定
の
効
果
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
次
の
団
地

造
成
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
期
に
さ
し
か
か
っ
て

い
る
。
た
だ
、
上
市
川
地
区

に
限
定
し
て
考
え
る
の
で
は

な
く
、
町
全
体
の
こ
と
を
考

え
て
進
め
た
い
。

　
八
戸
圏
域
に
は
豊
富
な
山

野
が
あ
る
。
新
た
な
産
業
と

し
て
連
携
中
枢
都
市
圏
で
ウ

ル
シ
栽
培
を
進
め
て
は
ど
う

か
。

　
連
携
中
枢
都
市
圏
で
の
取

組
み
は
今
後
、
働
き
か
け
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
町
独
自
で
ウ
ル
シ
産
業

へ
の
取
組
み
を
研
究
す
る
必

要
性
を
感
じ
、
平
成
29
年
度

予
算
を
計
上
し
た
。

鈴木 隆也 議員

　　
㈱
倉
石
地
域
振
興
公
社
の

現
金
盗
難
事
件
か
ら
昨
年
12

月
で
７
年
経
ち
時
効
に
な
っ

た
が
、
そ
の
責
任
や
け
じ
め

な
ど
、
町
で
は
ど
の
よ
う
に

収
め
る
つ
も
り
か
。

　
警
察
の
懸
命
な
捜
査
に
も

か
か
わ
ら
ず
被
疑
者
の
検
挙

に
至
る
こ
と
な
く
時
効
と

な
っ
た
こ
と
は
誠
に
残
念
で

あ
る
。
㈱
倉
石
地
域
振
興
公

社
に
は
、
こ
の
よ
う
な
事
件

が
二
度
と
発
生
し
な
い
よ
う

管
理
運
営
の
徹
底
を
指
導
し

て
い
る
。

　
倉
石
地
域
振
興
公
社
が
譲

渡
さ
れ
る
よ
う
だ
が
地
域
の

方
々
の
話
し
合
い
や
納
得
は

得
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　
倉
石
温
泉
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
風
呂
及
び
町
内
で
営

業
し
て
い
る
風
呂
屋
の
入
浴

料
の
均
等
化
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
た
の
か
。

　
現
在
、
公
的
浴
場
の
倉
石

温
泉
と
社
会
福
祉
協
議
会
の

風
呂
で
は
65
歳
以
上
の
方
の

入
浴
料
金
を
１
５
０
円
と
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

民
間
の
浴
場
経
営
に
影
響
を

与
え
て
い
る
可
能
性
も
考
え

　
決
定
し
た
わ
け
で
は
な
く

今
後
の
方
針
を
示
し
た
も
の

で
、
こ
れ
か
ら
交
渉
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

ら
れ
る
た
め
料
金
の
均
等
化

と
改
定
の
検
討
に
時
間
を
頂

き
た
い
。

　
現
在
、
旧
倉
石
村
地
区
の

65
歳
以
上
の
方
が
社
会
福
祉

協
議
会
の
風
呂
に
行
く
と
割

引
は
な
い
、
逆
に
旧
五
戸
町

地
区
の
65
歳
以
上
の
方
が
倉

石
温
泉
に
行
く
と
割
引
は
な

い
状
況
で
あ
る
。
同
じ
町
内

に
あ
る
浴
場
施
設
で
同
じ
町

民
の
入
浴
料
金
が
違
う
の
は

公
平
で
は
な
い
。
早
急
に
均

等
化
し
て
頂
き
た
い
。

　
悪
路
の
た
め
の
事
故
に
よ

り
賠
償
問
題
が
起
こ
り
補
修

し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

穴
が
開
い
た
凹
凸
道
が
目
立

つ
が
、
管
理
状
況
は
。

　
年
に
数
回
は
町
道
の
穴
埋

め
施
工
を
業
者
に
委
託
し
、

緊
急
時
に
は
職
員
が
簡
易
的

な
穴
埋
め
を
行
う
対
応
を
し

て
い
る
。
ま
た
、
過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
に
舗
装
修
繕

路
線
を
追
加
し
工
事
を
実
施

し
て
い
る
。

　
補
修
が
必
要
な
個
所
を
町

で
は
ど
の
程
度
把
握
し
て
い

る
の
か
。

　
全
個
所
を
把
握
す
る
の
は

難
し
い
が
、
雪
解
け
と
と
も

に
壊
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で

今
後
も
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を

強
化
す
る
な
ど
、
よ
り
安
全

な
道
路
管
理
に
努
め
て
い
く
。

すず き りゅう やかわむら ひろあき

一般質問

答 

畑
山
農
林
課
長

答 

山
下
建
設
課
長

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

◆
八
戸
圏
域
連
携
中
枢
都
市
圏
で
当
町
が

　目
指
す
と
こ
ろ
は

　
町
長
　
連
携
を
強
化
し
人
口
減
少
対
策

　
　
　
　
強
化
を
図
る

◆
㈱
倉
石
地
域
振
興
公
社
の
現
金
盗
難

　事
件
に
お
け
る
町
の
け
じ
め
は

　
町
長
　
管
理
運
営
の
徹
底
指
導

一般質問

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 
三
浦
町
長

質

　問

要

　望

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

川村 浩昭 議員

◆
高
齢
者
の
入
浴
料
の
均
等
化
は

　
町
長
　
検
討
に
時
間
を
頂
き
た
い

◆
町
道
に
穴
が
目
立
つ
が
管
理
は

　
町
長
　
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
す
る

ウ
ル
シ（
漆
）の
現
状

　
国
宝
な
ど
の
修
理
・

修
復
に
欠
か
せ
な
い
ウ

ル
シ
は
約
98
％
が
中
国

産
で
、
２
％
程
度
が
国

産
で
あ
り
、
高
品
質
と

さ
れ
る
国
産
ウ
ル
シ
の

安
定
的
な
需
給
体
制
確

立
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
国

や
県
に
は
い
く
つ
か
の

補
助
事
業
が
あ
る
。

し
か
し
、
産
業
と
し
て

ウ
ル
シ
を
栽
培
す
る
に

は
広
大
な
土
地
が
必
要

な
こ
と
や
、
ウ
ル
シ
を

採
る
に
は
植
林
し
て
か

ら
最
低
15
年
か
か
る
こ

と
、
ま
た
、
１
シ
ー
ズ

ン
、
ウ
ル
シ
を
掻
き
取

る
と
樹
勢
が
弱
り
廃
用

せ
ざ
る
を
得
な
い（
通

称
：
殺
し
掻
き
）な
ど
、

産
業
と
し
て
確
立
す
る

に
は
い
く
つ
か
の
リ
ス

ク
も
伴
う
。

３
月
定
例
会
で
は
６
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
一
般
行
政
、
教
育
、
選
挙
、
農
地
行
政
な
ど
町
が
行
う
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
で
き
ま
す
。
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③
圏
域
全
体
の
生
活
関
連
機

能
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
は
。

①
成
長
産
業
立
地
等
支
援
事

業
な
ど
の
事
業
を
展
開
し
、

新
規
創
業
促
進
や
地
域
の

中
堅
企
業
等
を
核
と
し
た

戦
略
産
業
の
育
成
、
地
域

　
八
戸
圏
域
連
携
中
枢
都
市

圏
で
次
の
こ
と
に
つ
い
て
当

町
の
果
た
す
役
割
と
目
指
す

と
こ
ろ
は
。

①
圏
域
全
体
の
経
済
成
長
の

け
ん
引
は
。

②
高
次
の
都
市
機
能
の
集

積
・
強
化
は
。

資
源
を
活
用
し
た
地
域
経

済
の
裾
野
拡
大
を
図
る
。

②
ド
ク
タ
ー
カ
ー
運
行
事
業

の
充
実
・
強
化
や
八
戸
圏

域
公
共
交
通
計
画
推
進
事

業
に
取
り
組
み
、
高
度
な

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や

広
域
的
な
公
共
交
通
機
関

網
の
構
築
を
図
る
。

③
医
師
派
遣
事
業
や
高
校
生

実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
移

住
交
流
推
進
事
業
な
ど
を

展
開
し
、
医
療
体
制
・
高

齢
者
福
祉
の
充
実
、
人
材

育
成
、
人
口
減
少
対
策
を

図
る
。

　
八
戸
に
隣
接
す
る
旧
川
内

地
区
に
は
航
空
機
部
品
も
供

給
し
て
い
る
橘
機
工
が
あ
る
。

そ
こ
を
拠
点
に
関
連
企
業
を

集
約
し
た
工
業
団
地
の
構
築

を
連
携
中
枢
都
市
圏
で
進
め

て
は
ど
う
か
。

　
連
携
中
枢
都
市
圏
で
は
、

工
業
団
地
の
開
発
・
造
成
や

特
定
の
企
業
及
び
産
業
を
支

援
す
る
施
策
は
な
い
。
し
か

し
、
地
域
の
中
堅
企
業
等
を

核
と
し
た
戦
略
産
業
の
育
成

に
関
す
る
施
策
が
い
く
つ
か

あ
る
の
で
、
制
度
周
知
と
活

用
を
支
援
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
企
業
か
ら
の
要
望

等
が
あ
れ
ば
、
町
独
自
に
五

戸
町
企
業
立
地
推
進
条
例
及

び
も
の
づ
く
り
支
援
事
業
に

よ
る
、
用
地
確
保
や
農
地
転

用
な
ど
の
支
援
を
考
え
る
。

　
上
市
川
石
呑
線
お
よ
び
八

戸
北
イ
ン
タ
ー
に
直
結
す
る

八
戸
市
市
道
か
ら
成
る
道
路

は
、
八
戸
市
と
の
連
絡
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

連
携
中
枢
都
市
圏
で
県
道
整

備
は
可
能
か
。

　
連
携
中
枢
都
市
圏
で
道
路

整
備
の
施
策
は
な
い
。
必
要

性
が
認
め
ら
れ
れ
ば
町
独
自

で
県
道
橋
向
五
戸
線
の
振
替

を
県
に
要
望
し
て
い
く
。

　
人
口
流
入
に
対
応
し
、
第

二
の
上
市
川
団
地
を
造
成
し

て
は
。

　
上
市
川
団
地
区
画
完
売
を

第
一
に
考
え
て
い
る
。
し
か

し
、
一
定
の
効
果
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
次
の
団
地

造
成
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
期
に
さ
し
か
か
っ
て

い
る
。
た
だ
、
上
市
川
地
区

に
限
定
し
て
考
え
る
の
で
は

な
く
、
町
全
体
の
こ
と
を
考

え
て
進
め
た
い
。

　
八
戸
圏
域
に
は
豊
富
な
山

野
が
あ
る
。
新
た
な
産
業
と

し
て
連
携
中
枢
都
市
圏
で
ウ

ル
シ
栽
培
を
進
め
て
は
ど
う

か
。

　
連
携
中
枢
都
市
圏
で
の
取

組
み
は
今
後
、
働
き
か
け
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
町
独
自
で
ウ
ル
シ
産
業

へ
の
取
組
み
を
研
究
す
る
必

要
性
を
感
じ
、
平
成
29
年
度

予
算
を
計
上
し
た
。

鈴木 隆也 議員

　　
㈱
倉
石
地
域
振
興
公
社
の

現
金
盗
難
事
件
か
ら
昨
年
12

月
で
７
年
経
ち
時
効
に
な
っ

た
が
、
そ
の
責
任
や
け
じ
め

な
ど
、
町
で
は
ど
の
よ
う
に

収
め
る
つ
も
り
か
。

　
警
察
の
懸
命
な
捜
査
に
も

か
か
わ
ら
ず
被
疑
者
の
検
挙

に
至
る
こ
と
な
く
時
効
と

な
っ
た
こ
と
は
誠
に
残
念
で

あ
る
。
㈱
倉
石
地
域
振
興
公

社
に
は
、
こ
の
よ
う
な
事
件

が
二
度
と
発
生
し
な
い
よ
う

管
理
運
営
の
徹
底
を
指
導
し

て
い
る
。

　
倉
石
地
域
振
興
公
社
が
譲

渡
さ
れ
る
よ
う
だ
が
地
域
の

方
々
の
話
し
合
い
や
納
得
は

得
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　
倉
石
温
泉
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
風
呂
及
び
町
内
で
営

業
し
て
い
る
風
呂
屋
の
入
浴

料
の
均
等
化
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
た
の
か
。

　
現
在
、
公
的
浴
場
の
倉
石

温
泉
と
社
会
福
祉
協
議
会
の

風
呂
で
は
65
歳
以
上
の
方
の

入
浴
料
金
を
１
５
０
円
と
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

民
間
の
浴
場
経
営
に
影
響
を

与
え
て
い
る
可
能
性
も
考
え

　
決
定
し
た
わ
け
で
は
な
く

今
後
の
方
針
を
示
し
た
も
の

で
、
こ
れ
か
ら
交
渉
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

ら
れ
る
た
め
料
金
の
均
等
化

と
改
定
の
検
討
に
時
間
を
頂

き
た
い
。

　
現
在
、
旧
倉
石
村
地
区
の

65
歳
以
上
の
方
が
社
会
福
祉

協
議
会
の
風
呂
に
行
く
と
割

引
は
な
い
、
逆
に
旧
五
戸
町

地
区
の
65
歳
以
上
の
方
が
倉

石
温
泉
に
行
く
と
割
引
は
な

い
状
況
で
あ
る
。
同
じ
町
内

に
あ
る
浴
場
施
設
で
同
じ
町

民
の
入
浴
料
金
が
違
う
の
は

公
平
で
は
な
い
。
早
急
に
均

等
化
し
て
頂
き
た
い
。

　
悪
路
の
た
め
の
事
故
に
よ

り
賠
償
問
題
が
起
こ
り
補
修

し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、

穴
が
開
い
た
凹
凸
道
が
目
立

つ
が
、
管
理
状
況
は
。

　
年
に
数
回
は
町
道
の
穴
埋

め
施
工
を
業
者
に
委
託
し
、

緊
急
時
に
は
職
員
が
簡
易
的

な
穴
埋
め
を
行
う
対
応
を
し

て
い
る
。
ま
た
、
過
疎
地
域

自
立
促
進
計
画
に
舗
装
修
繕

路
線
を
追
加
し
工
事
を
実
施

し
て
い
る
。

　
補
修
が
必
要
な
個
所
を
町

で
は
ど
の
程
度
把
握
し
て
い

る
の
か
。

　
全
個
所
を
把
握
す
る
の
は

難
し
い
が
、
雪
解
け
と
と
も

に
壊
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で

今
後
も
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を

強
化
す
る
な
ど
、
よ
り
安
全

な
道
路
管
理
に
努
め
て
い
く
。

すず き りゅう やかわむら ひろあき

一般質問

答 

畑
山
農
林
課
長

答 

山
下
建
設
課
長

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

◆
八
戸
圏
域
連
携
中
枢
都
市
圏
で
当
町
が

　目
指
す
と
こ
ろ
は

　
町
長
　
連
携
を
強
化
し
人
口
減
少
対
策

　
　
　
　
強
化
を
図
る

◆
㈱
倉
石
地
域
振
興
公
社
の
現
金
盗
難

　事
件
に
お
け
る
町
の
け
じ
め
は

　
町
長
　
管
理
運
営
の
徹
底
指
導

一般質問

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

質

　問

要

　望

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

川村 浩昭 議員

◆
高
齢
者
の
入
浴
料
の
均
等
化
は

　
町
長
　
検
討
に
時
間
を
頂
き
た
い

◆
町
道
に
穴
が
目
立
つ
が
管
理
は

　
町
長
　
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
す
る

ウ
ル
シ（
漆
）の
現
状

　
国
宝
な
ど
の
修
理
・

修
復
に
欠
か
せ
な
い
ウ

ル
シ
は
約
98
％
が
中
国

産
で
、
２
％
程
度
が
国

産
で
あ
り
、
高
品
質
と

さ
れ
る
国
産
ウ
ル
シ
の

安
定
的
な
需
給
体
制
確

立
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
国

や
県
に
は
い
く
つ
か
の

補
助
事
業
が
あ
る
。

し
か
し
、
産
業
と
し
て

ウ
ル
シ
を
栽
培
す
る
に

は
広
大
な
土
地
が
必
要

な
こ
と
や
、
ウ
ル
シ
を

採
る
に
は
植
林
し
て
か

ら
最
低
15
年
か
か
る
こ

と
、
ま
た
、
１
シ
ー
ズ

ン
、
ウ
ル
シ
を
掻
き
取

る
と
樹
勢
が
弱
り
廃
用

せ
ざ
る
を
得
な
い（
通

称
：
殺
し
掻
き
）な
ど
、

産
業
と
し
て
確
立
す
る

に
は
い
く
つ
か
の
リ
ス

ク
も
伴
う
。

３
月
定
例
会
で
は
６
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
一
般
行
政
、
教
育
、
選
挙
、
農
地
行
政
な
ど
町
が
行
う
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
で
き
ま
す
。
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前
校
長
先
生
や
保
護
者
の

方
か
ら
も
、
３
学
級
編
制
を

維
持
し
て
欲
し
い
と
の
要
望

を
聞
い
て
い
る
。

　
教
育
の
質
を
維
持
す
る
た

め
に
も
、
６
年
生
ま
で
３
学

級
編
制
を
維
持
す
べ
き
だ
と

思
う
が
。

　
五
戸
小
学
校
は
、
４
年
生

ま
で
は
３
学
級
編
制
で
行
わ

れ
て
き
た
が
、
５
年
生
か
ら

は
２
学
級
編
制
に
な
る
。
現

場
の
先
生
方
か
ら
は
、
現
在

で
も
厳
し
い
状
況
な
の
に
10

人
以
上
増
え
る
と
、
ま
す
ま

す
一
人
一
人
の
生
徒
に
目
を

配
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
と

聞
い
て
い
る
。

　
県
の「
あ
お
も
り
っ
子
育

み
プ
ラ
ン
」に
従
い
、
特
例

的
に
４
年
生
ま
で
３
学
級
編

制
で
あ
っ
た
が
、
５
年
生
か

ら
は
１
学
級
40
人
と
い
う

　
今
年
は
、
沃
川
郡
と
姉
妹

都
市
関
係
を
締
結
し
て
20
周

年
で
あ
る
。
現
在
、
中
学
生

友
好
親
善
交
流
は
続
い
て
い

る
が
、
当
初
姉
妹
都
市
の
協

議
書
に
有
っ
た
事
業
の
ほ
と

ん
ど
が
実
行
さ
れ
て
な
い
状

況
に
あ
る
。
ま
た
、
慰
安
婦

問
題
で
、
先
の
大
戦
で
亡
く

な
ら
れ
た
先
輩
方
や
、
海
外

在
住
の
日
本
人
ま
で
も
お
と

し
め
て
い
る
韓
国
の
態
度
を

考
え
る
と
、
姉
妹
都
市
関
係

の
停
止
も
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

法
律
に
基
づ
い
て
、
２
学
級

編
制
と
な
る
も
の
。

　
小
中
学
校
校
長
会
、
教
育

長
部
会
と
し
て
も
、
県
に
要

望
し
て
い
る
。

　
国
家
間
関
連
の
外
交
レ
ベ

ル
の
問
題
を
、
姉
妹
都
市
交

流
に
持
ち
込
む
べ
き
で
は
な

い
と
い
う
立
場
は
変
わ
ら
な

い
。
互
い
に
不
愉
快
な
思
い

を
す
る
可
能
性
が
高
く
沃
川

郡
か
ら
交
流
の
停
止
と
い
う

提
案
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

　
地
域
の
安
心
を
守
る
た
め

に
は
、
総
合
病
院
の
存
在
は

欠
か
せ
な
い
と
思
う
が
、
総

合
病
院
の
運
営
の
た
め
に
、

毎
年
約
10
億
円
も
の
大
金
が

一
般
会
計
か
ら
繰
り
出
し
さ

れ
て
お
り
、
財
政
を
圧
迫
し

て
い
る
。
総
合
病
院
の
現
状

に
つ
い
て
、
ど
の
様
に
考
え

て
い
る
か
。
ま
た
、
赤
字
を

減
ら
す
た
め
の
改
革
案
を

持
っ
て
い
る
の
か
。

　
平
成
28
年
度
は
、
患
者
の

数
が
増
加
し
、
赤
字
が
９
億

円
以
下
に
な
る
予
定
で
あ

る
。
地
域
医
療
研
修
医
を
継

続
し
て
受
け
入
れ
し
、
入
院

患
者
を
増
や
し
た
い
。
町
内

の
介
護
施
設
等
と
連
携
し
な

が
ら
、
施
設
か
ら
の
患
者
の

受
け
入
れ
体
制
を
強
化
し
た

い
。
来
年
度
は
言
語
聴
覚
士

を
採
用
し
、
リ
ハ
ビ
リ
患
者

を
増
や
し
た
い
。

　
様
々
な
デ
ー
タ
か
ら
病
院

の
経
営
状
況
を
把
握
し
、
医

師
お
よ
び
看
護
師
全
員
に
周

知
さ
せ
、
意
識
改
革
を
行
っ

て
い
る
。「
病
院
だ
よ
り
」と

い
う
広
報
を
作
り
、
近
隣
の

病
院
お
よ
び
医
師
会
に
配
っ

て
、
総
合
病
院
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
る
。
五
戸
町
に
骨
を

埋
め
る
覚
悟
で
改
善
に
努
め

て
い
く
。

髙山 浩司 議員

　　
全
国
の
半
数
以
上
、
県
内

で
は
40
市
町
村
中
25
市
町
村

が
所
得
制
限
な
し
で
乳
幼
児

の
医
療
費
を
無
料
に
し
て
い

る
。
ま
た
、
県
内
19
市
町
村

で
中
学
生
ま
で
所
得
制
限
な

し
で
無
料
に
し
て
い
る
。
当

町
も
考
え
る
べ
き
で
は
。

　
大
変
望
ま
し
い
と
考
え
て

い
る
が
、
財
源
な
く
し
て
は

安
定
的
に
続
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
現
段
階
で
は
難

し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
中
学
生
ま
で
所
得
制
限
な

し
の
医
療
費
無
料
化
に
必
要

な
予
算
は
年
１
千
５
０
２
万

円
と
聞
い
て
い
る
。
五
戸
総

合
病
院
が
以
前
よ
り
経
営
が

よ
く
繰
入
金
が
１
億
円
少
な

く
て
済
む
よ
う
な
の
で
、
来

　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総

合
戦
略
で
ご
当
地
カ
ー
ド
を

進
め
て
い
る
が
、
い
つ
実
施

予
定
か
。
ま
た
、
人
口
減
少

問
題
と
の
関
係
は
。

　
地
域
活
性
化
を
目
的
に
平

成
31
年
度
実
施
予
定
で
あ

る
。

　
人
口
減
少
問
題
に
は
直
接

的
に
関
係
し
な
い
が
、
地
域

を
活
性
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
間
接
的
で
は
あ
る
が
人
口

減
少
の
歯
止
め
に
な
る
の
で

は
と
考
え
て
い
る
。

年
度
も
経
営
が
い
い
よ
う
で

あ
れ
ば
ぜ
ひ
予
算
化
し
て
実

現
し
て
頂
き
た
い
。

　
す
で
に
う
ま
っ
こ
カ
ー
ド

や
地
域
商
品
券
が
あ
る
わ
け

で
、
ご
当
地
カ
ー
ド
で
の
活

性
化
が
人
口
減
少
の
歯
止
め

と
な
る
の
か
疑
問
で
あ
る
が
、

具
体
的
に
説
明
が
で
き
る
よ

う
に
調
査
研
究
し
て
頂
き
た

い
。

　
五
戸
高
校
の
存
続
に
向
け

ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
姉
妹
都

市
の
高
校
生
の
留
学
受
入
れ

な
ど
、
特
色
あ
る
高
校
に
で

き
な
い
か
。

　
県
と
は
平
成
27
年
28
年
と

３
回
以
上
の
意
見
交
換
を

行
っ
て
き
た
。

　
留
学
の
件
に
つ
い
て
は
県

及
び
高
校
と
協
議
し
て
い
く
。

　
県
教
育
委
員
会
の
学
校
配

置
計
画
案
が
策
定
さ
れ
る
前

に
五
戸
高
校
存
続
の
陳
情
に

行
く
べ
き
で
は
。

　
５
月
か
ら
三
戸
郡
町
村
長

会
長
に
も
な
る
の
で
、
必
要

で
あ
れ
ば
町
並
び
に
三
戸
郡

か
ら
の
陳
情
も
考
え
た
い
。

　
高
校
側
は
留
学
生
受
入
れ

に
は
前
向
き
と
聞
い
て
い
る
。

姉
妹
都
市
一
行
が
来
町
し
た

と
き
に
で
も
、
留
学
に
つ
い

て
の
話
し
合
い
も
考
え
て
頂

き
た
い
。

※

こ
の
ほ
か
に「
ア
パ
ー
ト

の
ご
み
か
ご
設
置
に
つ
い

て
」・「
樹
木
葬
に
つ
い

て
」・「
入
浴
料
無
料
券
に

つ
い
て
」の
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

たかやま こう じお がた ひろゆき

一般質問

答 

髙
橋
教
育
長

答 

安
藤
病
院
長 

質

　問

質

　問

質

　問

◆
五
戸
小
学
校
は
６
年
生
ま
で
３
学
級
編

　
制
を
維
持
す
る
べ
き
で
は

　教
育
長

　県
に
要
望
し
て
い
る

◆
姉
妹
都
市
関
係
の
停
止
も
検
討
す
る

　
べ
き
で
は

　町
長

　当
町
か
ら
は
考
え
て
い
な
い

◆
五
戸
総
合
病
院
の
赤
字
を
減
ら
す
た
め

　
の
改
革
案
は

　町
長

　様
々
な
機
関
と
連
携
し
利
用
者

　
　
　
　を
増
や
す

◆
所
得
制
限
な
し
の
医
療
費
無
料
化
は

　町
長

　望
ま
し
い
が
現
段
階
で
は
難
し
い

一般質問

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

質

　問

要

　望

要

　望

要

　望

質

　問

質

　問

質

　問

尾形 裕之 議員

◆
ご
当
地
カ
ー
ド
と
人
口
減
少
問
題
と

　
の
関
係
は

　町
長

　人
口
減
少
の
歯
止
め
に
な
る

　
　
　
　こ
と
を
期
待
し
た
い

◆
五
戸
高
校
の
存
続
活
動
は

　町
長

　県
と
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
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前
校
長
先
生
や
保
護
者
の

方
か
ら
も
、
３
学
級
編
制
を

維
持
し
て
欲
し
い
と
の
要
望

を
聞
い
て
い
る
。

　
教
育
の
質
を
維
持
す
る
た

め
に
も
、
６
年
生
ま
で
３
学

級
編
制
を
維
持
す
べ
き
だ
と

思
う
が
。

　
五
戸
小
学
校
は
、
４
年
生

ま
で
は
３
学
級
編
制
で
行
わ

れ
て
き
た
が
、
５
年
生
か
ら

は
２
学
級
編
制
に
な
る
。
現

場
の
先
生
方
か
ら
は
、
現
在

で
も
厳
し
い
状
況
な
の
に
10

人
以
上
増
え
る
と
、
ま
す
ま

す
一
人
一
人
の
生
徒
に
目
を

配
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
と

聞
い
て
い
る
。

　
県
の「
あ
お
も
り
っ
子
育

み
プ
ラ
ン
」に
従
い
、
特
例

的
に
４
年
生
ま
で
３
学
級
編

制
で
あ
っ
た
が
、
５
年
生
か

ら
は
１
学
級
40
人
と
い
う

　
今
年
は
、
沃
川
郡
と
姉
妹

都
市
関
係
を
締
結
し
て
20
周

年
で
あ
る
。
現
在
、
中
学
生

友
好
親
善
交
流
は
続
い
て
い

る
が
、
当
初
姉
妹
都
市
の
協

議
書
に
有
っ
た
事
業
の
ほ
と

ん
ど
が
実
行
さ
れ
て
な
い
状

況
に
あ
る
。
ま
た
、
慰
安
婦

問
題
で
、
先
の
大
戦
で
亡
く

な
ら
れ
た
先
輩
方
や
、
海
外

在
住
の
日
本
人
ま
で
も
お
と

し
め
て
い
る
韓
国
の
態
度
を

考
え
る
と
、
姉
妹
都
市
関
係

の
停
止
も
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

法
律
に
基
づ
い
て
、
２
学
級

編
制
と
な
る
も
の
。

　
小
中
学
校
校
長
会
、
教
育

長
部
会
と
し
て
も
、
県
に
要

望
し
て
い
る
。

　
国
家
間
関
連
の
外
交
レ
ベ

ル
の
問
題
を
、
姉
妹
都
市
交

流
に
持
ち
込
む
べ
き
で
は
な

い
と
い
う
立
場
は
変
わ
ら
な

い
。
互
い
に
不
愉
快
な
思
い

を
す
る
可
能
性
が
高
く
沃
川

郡
か
ら
交
流
の
停
止
と
い
う

提
案
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

　
地
域
の
安
心
を
守
る
た
め

に
は
、
総
合
病
院
の
存
在
は

欠
か
せ
な
い
と
思
う
が
、
総

合
病
院
の
運
営
の
た
め
に
、

毎
年
約
10
億
円
も
の
大
金
が

一
般
会
計
か
ら
繰
り
出
し
さ

れ
て
お
り
、
財
政
を
圧
迫
し

て
い
る
。
総
合
病
院
の
現
状

に
つ
い
て
、
ど
の
様
に
考
え

て
い
る
か
。
ま
た
、
赤
字
を

減
ら
す
た
め
の
改
革
案
を

持
っ
て
い
る
の
か
。

　
平
成
28
年
度
は
、
患
者
の

数
が
増
加
し
、
赤
字
が
９
億

円
以
下
に
な
る
予
定
で
あ

る
。
地
域
医
療
研
修
医
を
継

続
し
て
受
け
入
れ
し
、
入
院

患
者
を
増
や
し
た
い
。
町
内

の
介
護
施
設
等
と
連
携
し
な

が
ら
、
施
設
か
ら
の
患
者
の

受
け
入
れ
体
制
を
強
化
し
た

い
。
来
年
度
は
言
語
聴
覚
士

を
採
用
し
、
リ
ハ
ビ
リ
患
者

を
増
や
し
た
い
。

　
様
々
な
デ
ー
タ
か
ら
病
院

の
経
営
状
況
を
把
握
し
、
医

師
お
よ
び
看
護
師
全
員
に
周

知
さ
せ
、
意
識
改
革
を
行
っ

て
い
る
。「
病
院
だ
よ
り
」と

い
う
広
報
を
作
り
、
近
隣
の

病
院
お
よ
び
医
師
会
に
配
っ

て
、
総
合
病
院
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
る
。
五
戸
町
に
骨
を

埋
め
る
覚
悟
で
改
善
に
努
め

て
い
く
。

髙山 浩司 議員

　　
全
国
の
半
数
以
上
、
県
内

で
は
40
市
町
村
中
25
市
町
村

が
所
得
制
限
な
し
で
乳
幼
児

の
医
療
費
を
無
料
に
し
て
い

る
。
ま
た
、
県
内
19
市
町
村

で
中
学
生
ま
で
所
得
制
限
な

し
で
無
料
に
し
て
い
る
。
当

町
も
考
え
る
べ
き
で
は
。

　
大
変
望
ま
し
い
と
考
え
て

い
る
が
、
財
源
な
く
し
て
は

安
定
的
に
続
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
現
段
階
で
は
難

し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
中
学
生
ま
で
所
得
制
限
な

し
の
医
療
費
無
料
化
に
必
要

な
予
算
は
年
１
千
５
０
２
万

円
と
聞
い
て
い
る
。
五
戸
総

合
病
院
が
以
前
よ
り
経
営
が

よ
く
繰
入
金
が
１
億
円
少
な

く
て
済
む
よ
う
な
の
で
、
来

　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総

合
戦
略
で
ご
当
地
カ
ー
ド
を

進
め
て
い
る
が
、
い
つ
実
施

予
定
か
。
ま
た
、
人
口
減
少

問
題
と
の
関
係
は
。

　
地
域
活
性
化
を
目
的
に
平

成
31
年
度
実
施
予
定
で
あ

る
。

　
人
口
減
少
問
題
に
は
直
接

的
に
関
係
し
な
い
が
、
地
域

を
活
性
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
間
接
的
で
は
あ
る
が
人
口

減
少
の
歯
止
め
に
な
る
の
で

は
と
考
え
て
い
る
。

年
度
も
経
営
が
い
い
よ
う
で

あ
れ
ば
ぜ
ひ
予
算
化
し
て
実

現
し
て
頂
き
た
い
。

　
す
で
に
う
ま
っ
こ
カ
ー
ド

や
地
域
商
品
券
が
あ
る
わ
け

で
、
ご
当
地
カ
ー
ド
で
の
活

性
化
が
人
口
減
少
の
歯
止
め

と
な
る
の
か
疑
問
で
あ
る
が
、

具
体
的
に
説
明
が
で
き
る
よ

う
に
調
査
研
究
し
て
頂
き
た

い
。

　
五
戸
高
校
の
存
続
に
向
け

ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
姉
妹
都

市
の
高
校
生
の
留
学
受
入
れ

な
ど
、
特
色
あ
る
高
校
に
で

き
な
い
か
。

　
県
と
は
平
成
27
年
28
年
と

３
回
以
上
の
意
見
交
換
を

行
っ
て
き
た
。

　
留
学
の
件
に
つ
い
て
は
県

及
び
高
校
と
協
議
し
て
い
く
。

　
県
教
育
委
員
会
の
学
校
配

置
計
画
案
が
策
定
さ
れ
る
前

に
五
戸
高
校
存
続
の
陳
情
に

行
く
べ
き
で
は
。

　
５
月
か
ら
三
戸
郡
町
村
長

会
長
に
も
な
る
の
で
、
必
要

で
あ
れ
ば
町
並
び
に
三
戸
郡

か
ら
の
陳
情
も
考
え
た
い
。

　
高
校
側
は
留
学
生
受
入
れ

に
は
前
向
き
と
聞
い
て
い
る
。

姉
妹
都
市
一
行
が
来
町
し
た

と
き
に
で
も
、
留
学
に
つ
い

て
の
話
し
合
い
も
考
え
て
頂

き
た
い
。

※

こ
の
ほ
か
に「
ア
パ
ー
ト

の
ご
み
か
ご
設
置
に
つ
い

て
」・「
樹
木
葬
に
つ
い

て
」・「
入
浴
料
無
料
券
に

つ
い
て
」の
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

たかやま こう じお がた ひろゆき

一般質問

答 

髙
橋
教
育
長

答 

安
藤
病
院
長 

質

　問

質

　問

質

　問

◆
五
戸
小
学
校
は
６
年
生
ま
で
３
学
級
編

　
制
を
維
持
す
る
べ
き
で
は

　教
育
長

　県
に
要
望
し
て
い
る

◆
姉
妹
都
市
関
係
の
停
止
も
検
討
す
る

　
べ
き
で
は

　町
長

　当
町
か
ら
は
考
え
て
い
な
い

◆
五
戸
総
合
病
院
の
赤
字
を
減
ら
す
た
め

　
の
改
革
案
は

　町
長

　様
々
な
機
関
と
連
携
し
利
用
者

　
　
　
　を
増
や
す

◆
所
得
制
限
な
し
の
医
療
費
無
料
化
は

　町
長

　望
ま
し
い
が
現
段
階
で
は
難
し
い

一般質問

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

質

　問

要

　望

要

　望

要

　望

質

　問

質

　問

質

　問

尾形 裕之 議員

◆
ご
当
地
カ
ー
ド
と
人
口
減
少
問
題
と

　
の
関
係
は

　町
長

　人
口
減
少
の
歯
止
め
に
な
る

　
　
　
　こ
と
を
期
待
し
た
い

◆
五
戸
高
校
の
存
続
活
動
は

　町
長

　県
と
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
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一
頭
60
万
円
を
限
度
に
繁

殖
雌
牛
を
貸
し
付
け
る「
高

齢
者
等
肉
用
牛
導
入
事
業
」

と
一
貫
経
営
に
取
り
組
む
農

家
に
一
頭
30
万
円
を
限
度
に

貸
し
付
け
る「
肉
用
牛
一
貫

経
営
事
業
」を
行
っ
て
お
り
、

い
ず
れ
も
無
利
子
で
あ
る
。

　
牛
の
増
加
を
目
的
と
し
た

　
肥
育
、
繁
殖
牛
の
畜
産
農

家
に
対
す
る
支
援
制
度
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

ま
た
、
そ
れ
ら
制
度
の
金
利
、

償
還
期
限
等
は
。

仔
牛
の
購
入
や
肥
育
に
要
す

る
経
費
な
ど
に
対
す
る
補
助

金
制
度
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
新
規
就
農
者
と
し
て
畜
産

農
家
を
目
指
す
方
に
対
し
、

町
独
自
に
資
金
援
助
を
考
え

て
み
て
は
い
か
が
か
。

　
他
の
新
規
就
農
者
と
同
様
、

来
年
度
か
ら
事
業
拡
大
し
て

行
う
町
の
青
年
就
農
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
支
援
事
業
で
対
応

す
る
。

　
倉
石
牛
肉
ま
つ
り
の
認
知

度
は
ど
れ
ぐ
ら
い
な
の
か
、

ま
た
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
消

費
さ
れ
る
牛
肉
の
量
は
ど
れ

ぐ
ら
い
か
。

　
青
森
市
、
津
軽
方
面
で
前

売
り
券
が
１
０
０
枚
以
上
売

れ
て
い
る
の
で
県
内
に
は
知

れ
渡
っ
て
い
る
。
ま
た
、
消

費
さ
れ
る
牛
肉
の
量
は
３
頭

半
分
で
あ
る
。

　
今
年
は
五
年
に
一
回
の
全

国
和
牛
能
力
共
進
会
が
仙
台

で
開
か
れ
る
。
そ
の
た
め
視

察
研
修
等
に
行
き
た
い
と
い

う
畜
産
農
家
も
あ
る
か
と
思

う
が
、
そ
れ
ら
経
費
の
一
部

補
助
を
考
え
て
は
。

　
県
内
で
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ

Ｐ
認
証
を
取
得
し
て
い
る
件

数
と
費
用
は
ど
れ
ぐ
ら
い
か
。

ま
た
、
研
修
会
を
開
催
す
る

予
定
は
な
い
か
。

　
県
内
で
は
９
件
、
農
家
が

３
戸
、
企
業
が
２
社
、
法
人

が
４
組
織
。
な
お
、
全
国
で

　
視
察
研
修
の
補
助
に
つ
い

て
は
田
子
高
原
広
域
事
務
組

合
に
関
係
市
町
村
に
旅
費
を

補
助
す
る
事
業
が
あ
る
の
で
、

町
と
し
て
は
そ
ち
ら
を
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
五
戸
町
は
一
人
二
万
五
千

円
計
六
人
分
の
予
算
が
割
り

当
て
ら
れ
て
い
る
。

は
平
成
28
年
３
月
末
で
３
４

０
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
審
査
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

費
用
が
多
額
に
掛
か
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
更
新

の
為
に
毎
年
経
費
が
掛
か
る
。

　
今
後
研
修
会
の
必
要
性
を

認
め
た
場
合
は
、
農
業
者
が

集
ま
る
機
会
に
合
わ
せ
て
、

制
度
説
明
の
実
施
を
考
え
た

い
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証

に
青
森
県
や
東
北
農
政
局
は

ど
の
よ
う
な
動
き
を
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
と
の

連
携
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

　
県
で
は
普
及
拡
大
の
た
め
、

営
農
集
団
や
農
協
、
農
業
法

人
を
対
象
に
、
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
に
関
す
る
費
用
に
対
し

て
の
補
助
金
の
制
度
を
設
け

て
い
る
。

　
八
戸
農
協
に
お
い
て
も
、

長
い
も
等
の
輸
出
を
行
っ
て

い
る
状
況
な
の
で
考
え
方
と

取
り
組
み
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
研
修
会
の
開
催
な
ど

連
携
し
て
い
き
た
い
。

豊田 孝夫 議員

　　
山
田
桂
一
郎
先
生
の
講
演

で「
自
治
体
の
創
生
総
合
戦

略
の
事
業
計
画
は
、
計
画
を

立
て
る
こ
と
が
目
的
に
な
っ

て
い
て
実
態
が
伴
っ
て
い
な

い
こ
と
が
多
い
」そ
し
て「
見

直
し
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
聞
い
た
が
、
当
町
の
計
画

の
見
直
し
状
況
は
。

　
施
策
３
の
ま
ち
の
駅
整
備

促
進
事
業
は
当
初
平
成
28
年

度
中
に
基
本
構
想
及
び
基
本

計
画
を
終
了
す
る
予
定
だ
っ

た
が
、
検
討
及
び
意
見
交
換

等
、
十
分
に
議
論
し
進
め
る

必
要
が
あ
る
た
め
遅
れ
て
い

る
。
平
成
32
年
度
開
業
を
目

標
と
す
る
。

　
予
定
外
に
時
間
が
か
か
っ

た
か
ら
１
年
延
ば
す
と
い
う

と
、
今
後
も
先
延
ば
し
に
し

続
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。

　
原
点
に
戻
っ
て
計
画
を
見

直
す
と
い
う
こ
と
は
し
な
い

の
か
。

　
今
年
度
の
住
民
協
議
会
や

商
工
会
関
係
者
と
の
意
見
交

換
の
状
況
か
ら
す
る
と
、
平

成
29
年
度
は
計
画
通
り
進
め

て
い
き
た
い
。

　
今
後
、
町
の
方
針
と
住
民

の
意
見
が
平
行
線
を
辿
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
の
場
合
ど
の
よ
う
に

対
処
す
る
つ
も
り
か
。

　
町
長
の
責
任
で
判
断
す
る
。

　
施
策
21
の
住
民
協
議
会
の

設
置
は
非
常
に
重
要
だ
と
考

え
る
が
遅
れ
て
い
る
。
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
予
定
か
。

　
地
域
の
有
識
者
お
よ
び
住

民
で
構
成
さ
れ
る
五
戸
町
地

方
創
生
ま
ち
づ
く
り
推
進
協

議
会
は
設
置
し
て
お
り
、
今

年
度
は
先
進
地
視
察
研
修
を

計
画
し
た
が
度
重
な
る
台
風

の
影
響
に
よ
り
断
念
し
た
。

平
成
29
年
度
早
々
に
先
進
地

視
察
研
修
を
行
い
、
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
に
住
民
協
議

会
制
度
を
施
行
し
た
い
。

　
住
民
協
議
会
も
公
募
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。
今
の
時

点
で
公
募
し
て
、
住
民
協
議

会
に
入
る
予
定
の
人
と
一
緒

に
視
察
に
行
く
と
い
う
こ
と

を
計
画
し
て
頂
き
た
い
。

　
放
送
内
容
が
過
去
の
出
来

事
だ
け
で
、
こ
れ
か
ら
行
わ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
告
知
な
ど

情
報
発
信
に
使
わ
れ
て
い
な

い
と
感
じ
る
。
町
民
の
協
力

者
を
募
っ
て
町
の
ニ
ュ
ー
ス

を
発
信
す
る
よ
う
な
独
自
の

放
送
を
行
う
計
画
は
な
い
の

か
。

　
昨
年
の
自
治
会
長
会
議
で

も
要
望
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

新
年
度
で
は
一
般
の
方
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
大
会
の

映
像
や
、
保
育
所
の
お
遊
戯

会
の
映
像
な
ど
を
投
稿
し
て

い
た
だ
き
放
映
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
機
器
設
備
の
現
状
を
考
え

る
と
五
戸
ち
ゃ
ん
ね
る
事
業

の
継
続
性
に
不
安
を
感
じ
る

が
今
後
の
計
画
は
。

　
平
成
29
年
度
は
機
器
設
備

修
繕
関
連
予
算
と
し
て
２
８

０
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

　
企
画
・
政
策
、
技
術
、
美

術
な
ど
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が

作
成
す
る
よ
う
な
番
組
制
作

は
困
難
で
あ
り
、
現
在
の
放

送
設
備
な
ど
の
状
況
か
ら
し

て
独
自
放
送
は
難
し
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
全
面
委

託
と
な
る
と
放
送
設
備
の
更

新
に
４
６
０
０
万
円
ほ
ど
の

予
算
が
必
要
に
な
る
ほ
か
、

放
送
ス
タ
ジ
オ
の
設
置
な
ど

多
く
の
課
題
が
あ
る
た
め
今

後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

とよ た たか おかわさき しちひろ

一般質問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

◆
倉
石
牛
の
振
興
と
畜
産
農
家
に
対
す
る

　
支
援
策
は

　
町
長
　
基
金
を
利
用
し
た
肉
用
牛
の

　
　
　
　
貸
付
事
業
を
行
っ
て
い
る

◆
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
の
推
進
は

　
町
長
　
制
度
説
明
実
施
を
考
え
た
い

◆
五
戸
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

　
総
合
戦
略
の
事
業
見
直
し
状
況
は

　
町
長
　
責
任
を
も
っ
て
進
め
る

一般質問

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

沢
向
地
方
創
生
推
進
室
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

質

　問

要

　望

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

川﨑 七洋 議員

◆
五
戸
ち
ゃ
ん
ね
る

　
　
　
　
　
　
放
送
内
容
の
見
直
し
は

　
町
長
　
投
稿
映
像
も
放
映
し
た
い

グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ

　
農
業
生
産
に
お
け
る

様
々
な
面
で
の
持
続
性

に
向
け
た
取
り
組
み
で

あ
り
、
そ
の
結
果
と
し

て
安
全
で
品
質
の
よ
い

農
産
物
を
も
た
ら
す

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
発
の
世
界

認
証
の
こ
と
。
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一
頭
60
万
円
を
限
度
に
繁

殖
雌
牛
を
貸
し
付
け
る「
高

齢
者
等
肉
用
牛
導
入
事
業
」

と
一
貫
経
営
に
取
り
組
む
農

家
に
一
頭
30
万
円
を
限
度
に

貸
し
付
け
る「
肉
用
牛
一
貫

経
営
事
業
」を
行
っ
て
お
り
、

い
ず
れ
も
無
利
子
で
あ
る
。

　
牛
の
増
加
を
目
的
と
し
た

　
肥
育
、
繁
殖
牛
の
畜
産
農

家
に
対
す
る
支
援
制
度
は
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

ま
た
、
そ
れ
ら
制
度
の
金
利
、

償
還
期
限
等
は
。

仔
牛
の
購
入
や
肥
育
に
要
す

る
経
費
な
ど
に
対
す
る
補
助

金
制
度
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
新
規
就
農
者
と
し
て
畜
産

農
家
を
目
指
す
方
に
対
し
、

町
独
自
に
資
金
援
助
を
考
え

て
み
て
は
い
か
が
か
。

　
他
の
新
規
就
農
者
と
同
様
、

来
年
度
か
ら
事
業
拡
大
し
て

行
う
町
の
青
年
就
農
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
支
援
事
業
で
対
応

す
る
。

　
倉
石
牛
肉
ま
つ
り
の
認
知

度
は
ど
れ
ぐ
ら
い
な
の
か
、

ま
た
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
消

費
さ
れ
る
牛
肉
の
量
は
ど
れ

ぐ
ら
い
か
。

　
青
森
市
、
津
軽
方
面
で
前

売
り
券
が
１
０
０
枚
以
上
売

れ
て
い
る
の
で
県
内
に
は
知

れ
渡
っ
て
い
る
。
ま
た
、
消

費
さ
れ
る
牛
肉
の
量
は
３
頭

半
分
で
あ
る
。

　
今
年
は
五
年
に
一
回
の
全

国
和
牛
能
力
共
進
会
が
仙
台

で
開
か
れ
る
。
そ
の
た
め
視

察
研
修
等
に
行
き
た
い
と
い

う
畜
産
農
家
も
あ
る
か
と
思

う
が
、
そ
れ
ら
経
費
の
一
部

補
助
を
考
え
て
は
。

　
県
内
で
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ

Ｐ
認
証
を
取
得
し
て
い
る
件

数
と
費
用
は
ど
れ
ぐ
ら
い
か
。

ま
た
、
研
修
会
を
開
催
す
る

予
定
は
な
い
か
。

　
県
内
で
は
９
件
、
農
家
が

３
戸
、
企
業
が
２
社
、
法
人

が
４
組
織
。
な
お
、
全
国
で

　
視
察
研
修
の
補
助
に
つ
い

て
は
田
子
高
原
広
域
事
務
組

合
に
関
係
市
町
村
に
旅
費
を

補
助
す
る
事
業
が
あ
る
の
で
、

町
と
し
て
は
そ
ち
ら
を
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
五
戸
町
は
一
人
二
万
五
千

円
計
六
人
分
の
予
算
が
割
り

当
て
ら
れ
て
い
る
。

は
平
成
28
年
３
月
末
で
３
４

０
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
審
査
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

費
用
が
多
額
に
掛
か
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
更
新

の
為
に
毎
年
経
費
が
掛
か
る
。

　
今
後
研
修
会
の
必
要
性
を

認
め
た
場
合
は
、
農
業
者
が

集
ま
る
機
会
に
合
わ
せ
て
、

制
度
説
明
の
実
施
を
考
え
た

い
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証

に
青
森
県
や
東
北
農
政
局
は

ど
の
よ
う
な
動
き
を
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
と
の

連
携
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

　
県
で
は
普
及
拡
大
の
た
め
、

営
農
集
団
や
農
協
、
農
業
法

人
を
対
象
に
、
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
に
関
す
る
費
用
に
対
し

て
の
補
助
金
の
制
度
を
設
け

て
い
る
。

　
八
戸
農
協
に
お
い
て
も
、

長
い
も
等
の
輸
出
を
行
っ
て

い
る
状
況
な
の
で
考
え
方
と

取
り
組
み
を
確
認
す
る
と
と

も
に
、
研
修
会
の
開
催
な
ど

連
携
し
て
い
き
た
い
。

豊田 孝夫 議員

　　
山
田
桂
一
郎
先
生
の
講
演

で「
自
治
体
の
創
生
総
合
戦

略
の
事
業
計
画
は
、
計
画
を

立
て
る
こ
と
が
目
的
に
な
っ

て
い
て
実
態
が
伴
っ
て
い
な

い
こ
と
が
多
い
」そ
し
て「
見

直
し
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
聞
い
た
が
、
当
町
の
計
画

の
見
直
し
状
況
は
。

　
施
策
３
の
ま
ち
の
駅
整
備

促
進
事
業
は
当
初
平
成
28
年

度
中
に
基
本
構
想
及
び
基
本

計
画
を
終
了
す
る
予
定
だ
っ

た
が
、
検
討
及
び
意
見
交
換

等
、
十
分
に
議
論
し
進
め
る

必
要
が
あ
る
た
め
遅
れ
て
い

る
。
平
成
32
年
度
開
業
を
目

標
と
す
る
。

　
予
定
外
に
時
間
が
か
か
っ

た
か
ら
１
年
延
ば
す
と
い
う

と
、
今
後
も
先
延
ば
し
に
し

続
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。

　
原
点
に
戻
っ
て
計
画
を
見

直
す
と
い
う
こ
と
は
し
な
い

の
か
。

　
今
年
度
の
住
民
協
議
会
や

商
工
会
関
係
者
と
の
意
見
交

換
の
状
況
か
ら
す
る
と
、
平

成
29
年
度
は
計
画
通
り
進
め

て
い
き
た
い
。

　
今
後
、
町
の
方
針
と
住
民

の
意
見
が
平
行
線
を
辿
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
の
場
合
ど
の
よ
う
に

対
処
す
る
つ
も
り
か
。

　
町
長
の
責
任
で
判
断
す
る
。

　
施
策
21
の
住
民
協
議
会
の

設
置
は
非
常
に
重
要
だ
と
考

え
る
が
遅
れ
て
い
る
。
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
予
定
か
。

　
地
域
の
有
識
者
お
よ
び
住

民
で
構
成
さ
れ
る
五
戸
町
地

方
創
生
ま
ち
づ
く
り
推
進
協

議
会
は
設
置
し
て
お
り
、
今

年
度
は
先
進
地
視
察
研
修
を

計
画
し
た
が
度
重
な
る
台
風

の
影
響
に
よ
り
断
念
し
た
。

平
成
29
年
度
早
々
に
先
進
地

視
察
研
修
を
行
い
、
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
に
住
民
協
議

会
制
度
を
施
行
し
た
い
。

　
住
民
協
議
会
も
公
募
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。
今
の
時

点
で
公
募
し
て
、
住
民
協
議

会
に
入
る
予
定
の
人
と
一
緒

に
視
察
に
行
く
と
い
う
こ
と

を
計
画
し
て
頂
き
た
い
。

　
放
送
内
容
が
過
去
の
出
来

事
だ
け
で
、
こ
れ
か
ら
行
わ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
告
知
な
ど

情
報
発
信
に
使
わ
れ
て
い
な

い
と
感
じ
る
。
町
民
の
協
力

者
を
募
っ
て
町
の
ニ
ュ
ー
ス

を
発
信
す
る
よ
う
な
独
自
の

放
送
を
行
う
計
画
は
な
い
の

か
。

　
昨
年
の
自
治
会
長
会
議
で

も
要
望
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

新
年
度
で
は
一
般
の
方
か
ら

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
大
会
の

映
像
や
、
保
育
所
の
お
遊
戯

会
の
映
像
な
ど
を
投
稿
し
て

い
た
だ
き
放
映
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
機
器
設
備
の
現
状
を
考
え

る
と
五
戸
ち
ゃ
ん
ね
る
事
業

の
継
続
性
に
不
安
を
感
じ
る

が
今
後
の
計
画
は
。

　
平
成
29
年
度
は
機
器
設
備

修
繕
関
連
予
算
と
し
て
２
８

０
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

　
企
画
・
政
策
、
技
術
、
美

術
な
ど
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が

作
成
す
る
よ
う
な
番
組
制
作

は
困
難
で
あ
り
、
現
在
の
放

送
設
備
な
ど
の
状
況
か
ら
し

て
独
自
放
送
は
難
し
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
全
面
委

託
と
な
る
と
放
送
設
備
の
更

新
に
４
６
０
０
万
円
ほ
ど
の

予
算
が
必
要
に
な
る
ほ
か
、

放
送
ス
タ
ジ
オ
の
設
置
な
ど

多
く
の
課
題
が
あ
る
た
め
今

後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

とよ た たか おかわさき しちひろ

一般質問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

◆
倉
石
牛
の
振
興
と
畜
産
農
家
に
対
す
る

　
支
援
策
は

　
町
長
　
基
金
を
利
用
し
た
肉
用
牛
の

　
　
　
　
貸
付
事
業
を
行
っ
て
い
る

◆
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
の
推
進
は

　
町
長
　
制
度
説
明
実
施
を
考
え
た
い

◆
五
戸
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

　
総
合
戦
略
の
事
業
見
直
し
状
況
は

　
町
長
　
責
任
を
も
っ
て
進
め
る

一般質問

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

沢
向
地
方
創
生
推
進
室
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

答 

三
浦
町
長

質

　問

要

　望

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

質

　問

川﨑 七洋 議員

◆
五
戸
ち
ゃ
ん
ね
る

　
　
　
　
　
　
放
送
内
容
の
見
直
し
は

　
町
長
　
投
稿
映
像
も
放
映
し
た
い

グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ

　
農
業
生
産
に
お
け
る

様
々
な
面
で
の
持
続
性

に
向
け
た
取
り
組
み
で

あ
り
、
そ
の
結
果
と
し

て
安
全
で
品
質
の
よ
い

農
産
物
を
も
た
ら
す

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
発
の
世
界

認
証
の
こ
と
。
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平
成
29
年
２
月
19
日
、
町
立

公
民
館
に
て
五
戸
町
連
合
婦
人

会
と
の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、

五
戸
町
議
会
議
員
13
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
議
員
は
５
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
、
女
性
の
視
点
か
ら
の
提

案
や
要
望
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

　
共
に
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
た
有
意
義
な
懇
談
会

に
な
り
ま
し
た
。

　
ウ
グ
イ
ス
の
さ
え
ず
り
が

耳
に
届
く
春
の
季
節
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　
連
日
の
よ
う
に
報
道
各
社

は
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
問
題
等
を
報
道
し
て
お
り

ま
す
。

　
町
も
そ
の
対
策
の
た
め
の

事
業
経
費
を
平
成
29
年
度
予
算

に
計
上
し
、
町
・
議
会
一
体

と
な
り
人
口
対
策
を
含
め
、

町
の
活
性
化
対
策
等
に
つ
い

て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
連
携
中
枢
都
市
宣

言
を
行
っ
た
八
戸
市
と
魅
力

あ
ふ
れ
る
圏
域
を
形
成
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
連
携
す
る

施
策
や
役
割
分
担
等
を
定
め

た
協
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
八
戸
市
一
極
集
中

と
な
ら
な
い
よ
う
、
近
隣
町

村
と
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、
八
戸

市
に
対
し
、
提
言
を
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
意
見
等

あ
り
ま
し
た
ら
、
議
会
事
務

局
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

委
員
　
大
久
保
　
均

編
集
後
記

議会を傍聴してみませんか
委
員
長
　
髙
　
山
　
浩
　
司

副
委
員
長
　
豊
　
田
　
孝
　
夫

委
　
　
員
　
川
　
﨑
　
七
　
洋

委
　
　
員
　
鈴
　
木
　
隆
　
也

委
　
　
員
　
大
久
保
　
　
　
均

委
　
　
員
　
若
　
宮
　
佳
　
一

委
　
　
員
　
三
　
浦
　
俊
　
哉

発
行
責
任
者

議
　
　
長
　
和
　
田
　
寛
　
司

次
回
の
広
報
は
、

平
成
29
年
８
月

発
行
予
定
で
す
。

広
報
常
任
委
員
会

６月定例会は６月８日開催予定です。
詳しくは議会事務局まで
TEL ６２ － ２１１１（代表）
日程が決まりしだい「五戸ちゃんねる」
五戸町ホームページでもお知らせします。

　
平
成
29
年
２
月
15
日
、
青
森

市
に
て
環
境
省
主
催
に
よ
る
浄

化
槽
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
in
青
森

が
開
催
さ
れ
、
五
戸
町
議
会
議

員
12
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
演

「
こ
れ
か
ら
の
社
会
と
浄
化
槽
」

環
境
省
浄
化
槽
推
進
室
長

吉
川
　
圭
子
　
氏

「
汚
水
処
理
事
業
へ
の
公
営
企

業
会
計
適
用
」

総
務
省
準
公
営
企
業
室
係
長

西
川
　
謙
太
　
氏

「
浄
化
槽
に
よ
る
生
活
排
水
処

理
計
画
と
地
方
創
生
」

日
本
環
境
整
備
教
育
セ
ン
タ
ー
理
事

国
安
　
克
彦
　
氏

浄
化
槽
ト
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
in
青
森

五
戸
町
連
合
婦
人
会
と
の
懇
談
会


